
特集 おでかけはバスにのって
10月3日（金）スタート 夜間診療所を開設

新城市融資制度

しんしろ・知ろう・あらかると「まちの話題」

お知らせ〔Information〕

エコとぴっくす「高度１万メートルからのメッセージ」

ほのか診察室「睡眠時無呼吸症候群」のお話

……

……

……

……

……

……

…… http://www.city.shinshiro.lg.jp
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今月の人口
平成20年9月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,649人（－17）

男……… 25,376人 （－12）

女……… 26,273人（　－5）

世帯数…………16,474世帯

休 日 診 療 所夜 間 診 療 所

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

出生……25人

死亡……28人

転入……72人

転出……88人

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

10月　5日（日）・12日（日）

　　13日（祝）・19日（日）

　　26日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

21 火 夜

26 日 昼 ☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

ほうらいクリニック

西新町内科整形外科外科医院

内山医院

茶臼山厚生病院

荻野医院

中村医院

茶臼山厚生病院

ほうらいクリニック

村松内科

高木内科医院

宮本病院

織田医院

くまがい医院

静巌堂医院

ちさと医院

ながしのクリニック

荻野医院

今泉病院

緑が丘診療所

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

今泉医院

あいきょうクリニック

星野病院

あいきょうクリニック

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

中根医院

米田内科

のだクリニック

( 大野 )

(東新町)

( 平井 )

( 富沢 )

（長篠）

（的場）

( 富沢 )

( 大野 )

（東新町）

( 栄町 )

( 海老 )

(下吉田)

( 富永 )

（副川）

（杉山）

（長篠）

（長篠）

( 栄町 )

(緑が丘)

(下吉田)

( 富永 )

(緑が丘)

(玖老勢)

(大野田)

( 大野 )

(大野田)

( 本町 )

( 川路 )

（本町）

（平井）

（中市場）

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

内科、小児科

診 療 時 間

午後8時～午後11時

（受付／午後7時30分～午後10時30分）

開　設　日

月、火、金、土曜日（祝日除く）

開 設 場 所

新城市夜間診療所

新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

☎24-1161

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分
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19

22

金

日

水

夜

昼

夜

14 火 夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）
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内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

住宅

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

新城市夜間診療所位置図

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

食生活改善普及月間（～31日）�
母子保健強調月間（～31日）�
健康強調月間（～31日）

40歳からの健康習慣（～16日）

秋の行政相談週間（～26日）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

古紙リサイクル週間（～11日）

国際協力の日

国際防災の日

石油機器点検日

製造安全点検日

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

薬と健康の週間（～23日）

体育室親子無料開放（午後）【青】

ちびっこ運動会
（桜淵いこいの広場）

体育の日

第14回しんしろスポレク祭

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　【開】作手開発センター
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バ
ス
は
、
市
民
に
最
も
身
近
な
交

通
機
関
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
市

民
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
自
家

用
車
の
時
代
と
な
っ
た
今
で
も
、
通

学
や
通
勤
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
、

市
民
の
足
と
し
て
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。

 

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
は

車
が
運
転
で
き
る
人
で
も
、
い
つ
か

は
歳
を
と
っ
て
車
の
運
転
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
も
、
バ

ス
は
貴
重
な
移
動
手
段
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
の
特
集
で
は
、
市

民
の
大
切
な
足
で
あ
る
バ
ス
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
今
、
市
内
を
走
る
バ
ス
は
ど
の
よ

う
に
運
行
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ど
ん

な
人
が
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る

の
か
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
と
と
も

に
お
伝
え
し
ま
す
。

　
い
つ
も
車
に
乗
っ
て
い
る
あ
な
た

も
、
も
う
一
度
バ
ス
を
見
直
し
、
た

ま
に
は
バ
ス
を
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

文化会館前を走る路線バス文化会館前を走る路線バス
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市
で
は
市
内
に
お
い
て
多
く
の

バ
ス
路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
路
線
は
、
複
数
の
市

町
村
を
結
び
、
比
較
的
長
距
離
を

運
行
す
る
生
活
交
通
路
線
と
、
市

が
バ
ス
会
社
に
運
行
を
委
託
し
て

い
る
路
線
、
ま
た
、
市
が
直
接
運

行
す
る
路
線
な
ど
、
運
行
形
態
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ど
の
路
線
も
利
用
者
に
と
っ
て

貴
重
な
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
自
家
用
車
の
普
及
に
伴

っ
て
、
バ
ス
の
利
用
者
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
市
内
を
走
る
す
べ

て
の
バ
ス
路
線
は
、
運
賃
だ
け
で

運
行
経
費
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
を
受
け
た
り
、
市
か
ら
経

費
を
補
填
し
た
り
し
て
運
行
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
財
源
を
使
っ
て
バ
ス
を

運
行
す
る
か
ら
に
は
、
効
率
的
で

効
果
的
な
運
行
を
目
指
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
が
少

な
い
か
ら
と
い
っ
て
短
絡
的
に
廃

止
し
て
し
ま
え
ば
、
移
動
手
段
を

持
た
な
い
人
の
生
活
に
、
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
バ
ス
運
行
の
情
報
を

十
分
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
、

利
用
者
の
実
状
に
合
っ
た
運
行
へ

改
善
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
の
利
用

者
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
20

年
４
月
か
ら
、
市
内
の
バ

ス
路
線
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
作
手
地
域
に
「
つ

く
で
あ
し
が
る
線
」
を
、
新
城
地

域
に
「
西
部
線
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10

月
か
ら
は
、
豊
鉄
バ
ス

が
運
行
し
て
い
た
「
鳳
来
寺
線
」

の
代
わ
り
と
し
て
、
新
た
に
「
塩

瀬
線
」
を
運
行
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
作
手
地
域
を

運
行
す
る
市
営
バ
ス
に
、
ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
路
線
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
た
市
営
バ
ス
の
運

賃
を
200
円
（
子
ど
も
は
100
円
）
に

統
一
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
バ
ス
路
線
の
存

続
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
の

存
続
に
は
多
く
の
方
が
バ
ス
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一
で
す
。

お
出
か
け
に
は
、
環
境
に
も
や
さ

し
い
バ
ス
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
作
手
地
域
の
市
営
バ
ス
は
、
現

在
２
路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
と
い
っ
て
、
車

体
の
全
面
に
絵
を
は
っ
て
い
る
の
で
、

一
目
で
分
か
り
ま
す
。
作
手
に
行

っ
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
バ
ス
に
乗
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ

の
絵
は
、
す
べ
て
作
手
の
子
ど
も

た
ち
が
描
い
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
作
手
の
自
慢
」
。
き
れ

い
な
花
や
川
を
泳
ぐ
魚
、
か
わ
い

い
動
物
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
自
慢
が
、
車
い
っ
ぱ

い
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
つ
く
で
あ
し
が
る
線
」
は
、
小

学
校
５
年
生
と
６
年
生
の
子
ど
も

た
ち
の
絵
の
中
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ザ
イ
ン
を
選
ん
で
、
図
柄
に

し
て
あ
り
ま
す
。
ど
の
絵
も
力
作

ば
か
り
で
、
見
て
い
て
も
楽
し
く

な
る
バ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
守
義
線
」
は
、
高
里
か
ら
鳴
沢

の
滝
を
結
ぶ
路
線
で
す
。
こ
の
路

線
は
作
手
中
学
校
の
生
徒
が
多
く

利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
中
学
校
の

全
生
徒
か
ら
絵
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

優
秀
な
作
品
が
た
く
さ
ん
集
ま
り

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
作
手
を
代
表
す
る

お
い
し
い
ト
マ
ト
と
、
四
季
の
葉

っ
ぱ
に
野
菜
を
描
い
た
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ク
ロ
ウ

や
蛙
の
デ
ザ
イ
ン
も
部
分
的
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
後
部
に

は
サ
ギ
ソ
ウ
と
ト
マ
ト
、
ア
マ
ゴ

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
作
品
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
に
は
、
利
用

者
が
バ
ス
を
見
逃
し
て
し
ま
わ
な

い
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
加
え
作
手
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
は
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
を

乗
せ
て
走
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
利

用
者
に
と
っ
て
、
ま
た
利
用
し
な

い
方
に
と
っ
て
も
親
し
ま
れ
る
バ

ス
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
の
絵
が
、
作
手
地

域
を
走
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
増
え
、

バ
ス
が
い
つ
ま
で
も
走
り
続
け
ら

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
細
田
正
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
中
部
地
区

　
毎
月
１
回
、
豊
橋
市
の
個
人
病
院

へ
通
院
し
て
い
ま
す
。
家
族
は
仕
事

で
忙
し
く
、
い
つ
も
バ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
富
岡
の
バ
ス
停
か
ら
中
宇
利
線
に

乗
り
、
市
民
病
院
前
で
乗
り
換
え
て

豊
橋
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
乗
り
換
え

に
は
20
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　
バ
ス
停
に
は
風
雨
を
防
ぐ
囲
い
が

な
く
ベ
ン
チ
も
な
い
の
で
、
暑
い
と
き
、

寒
い
と
き
、
悪
天
候
の
と
き
は
、
バ

ス
を
待
つ
の
が
と
て
も
つ
ら
く
感
じ

ま
す
が
、
も
し
バ
ス
が
な
く
な
る
と

通
院
す
る
手
段
が
な
く
、
大
変
困
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
バ
ス
を
利
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
渡
邊
た
つ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
田
地
区

　
外
出
す
る
と
き
、
こ
の
Ｓ
バ
ス
西

部
線
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
乗
り
心

地
が
よ
く
、
車
酔
い
し
や
す
い
私
で

も
酔
わ
ず
に
目
的
地
ま
で
行
け
ま
す
。

ま
た
、
運
転
手
さ
ん
は
優
し
く
、
乗

り
降
り
の
と
き
せ
か
し
た
り
し
な
い

の
で
、
体
の
不
自
由
な
私
は
、
と
て

も
助
か
っ
て
ま
す
。

　
ほ
か
に
外
出
す
る
交
通
手
段
の
な

い
私
に
と
っ
て
、
バ
ス
は
外
出
す
る

唯
一
の
交
通
手
段
で
す
。
Ｓ
バ
ス
西

部
線
を
こ
れ
か
ら
も
存
続
さ
せ
て
欲

し
い
で
す
。

つくであしがる線

守 義 線

ほ

　
て
ん

ま
か
な

ほ

そ

だ

　
ま

さ

お

わ

た

な

べ
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257

301

301

151

151

新城市

鳳
来
寺
山

塩
瀬

三河川合

湯谷温泉

本長篠

新城

飯田線

川合

大野

下吉田

長篠

玖
老
勢

海老

只持
一色

富岡

大海

高里
布
里

　
以
前
か
ら
公
共
バ
ス
に
関
し
て
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
も
市
へ
要
望
書

を
提
出
し
て
い
た
。
市
民
病
院
ま

で
直
通
の
バ
ス
が
欲
し
い
と
。
す

る
と
、
市
全
体
の
公
共
バ
ス
路
線

の
見
直
し
に
際
し
、
当
地
域
も
見

直
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
。

　
区
長
さ
ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
た
ち

と
お
話
を
す
る
中
で
、
私
た
ち
の

希
望
も
聞
い
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
大
海
駅
ま
で
バ
ス
が
つ
な

が
っ
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
。
早
速
、

み
ん
な
に
積
極
的
に
利
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
た
い
。

　
先
日
、
当
地
域
に
唯
一
あ
っ
た

医
院
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
み
ん
な
区
域
外
の
病

院
ま
で
通
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
年
を
と
る
と
遠
く
ま
で
自
分
で

運
転
す
る
の
は
困
難
だ
。
最
近
は

高
齢
者
の
車
の
事
故
も
増
え
て
い

る
と
聞
く
。
そ
う
考
え
る
と
、
ま

す
ま
す
公
共
バ
ス
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
な
ん
と
か
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
地
域
の
バ
ス
路
線
を

存
続
さ
せ
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
を
守
っ
て
い
き

た
い
。

　
私
も
保
育
園
か
ら
高
校
ま
で
バ

ス
を
利
用
し
て
お
り
、
日
常
生
活

の
中
に
バ
ス
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
あ
っ
た
。
な
の
で
、
バ
ス
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
生
活
に

ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
想
像

も
で
き
な
か
っ
た
。
「
鳳
来
寺
線
」

の
廃
止
は
、
改
め
て
バ
ス
の
存
在

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な

っ
た
が
、
「
な
ぜ
廃
止
な
の
か
」
と

い
う
や
る
せ
な
い
気
持
ち
も
あ
る
。

た
だ
、
民
間
バ
ス
会
社
の
事
情
も

分
か
ら
な
い
で
は
な
い
。
そ
ん
な

複
雑
な
気
持
ち
の
ま
ま
、
半
年
間

で
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
は
、
正
直
厳
し
か
っ
た
。

　「
塩
瀬
線
」
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
足
は
、
と

り
あ
え
ず
確
保
さ
れ
ホ
ッ
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
実
際

に
利
用
し
て
い
く
中
で
、
新
た
な

問
題
点
も
み
え
て
く
る
と
思
う
。

そ
う
し
た
点
も
、
今
後
こ
の
会
で

話
し
合
っ
て
い
き
、
こ
の
地
区
の

子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
い

き
た
い
。

布里田峰線を守り
育てる会
老人クラブ錦生会

原田要次郎さん

（一色地区）

布里田峰線を守り
育てる会
鳳来中学校PTA

河合 司さん

（塩瀬地区）

　
10
月
１
日
か
ら
鳳
来
西
部
地
区
に
、

市
内
6
路
線
目
と
な
る
市
営
バ
ス

「
塩
瀬
線
」
が
運
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
こ
の
地
区
で
は
長
年
、
公
共
交

通
の
利
便
性
が
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
。
元
々
、
布
里
と
田
峰
を
結

ぶ
市
営
バ
ス
「
布
里
田
峰
線
」
と
、

塩
瀬
と
本
長
篠
を
結
ぶ
民
間
路
線

バ
ス
「
鳳
来
寺
線
」
の
2
路
線
が

運
行
さ
れ
て
い
た
が
、
高
齢
者
か

ら
は
、
新
城
方
面
に
直
接
向
か
う

バ
ス
を
求
め
る
声
が
い
つ
も
あ
が

っ
て
い
た
。

　
平
成
17

年
、
市
町
村
合
併
に
伴

い
、
市
内
の
公
共
交
通
体
系
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

地
区
で
は
、
「
鳳
来
寺
線
」
の
乗
客

数
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後

も
増
え
る
見
込
み
が
低
い
こ
と
か
ら
、

や
む
な
く
今
年
の
9
月
末
で
の
廃

止
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地

元
で
は
大
き
な
不
満
と
不
安
が
起

こ
る
。
塩
瀬
区
の
人
が
学
校
や
病

院
へ
通
う
足
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
年
の
4
月
、
地
元

行
政
区
が
中
心
と
な
り
「
布
里
田

峰
線
を
守
り
育
て
る
会
」
を
設
立
し
、

鳳
来
西
部
地
区
の
公
共
交
通
再
編

の
検
討
を
始
め
た
。
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
い
か
に
使
い
勝
手
の

良
い
交
通
網
が
整
備
で
き
る
か
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
行
政
が
一

方
的
に
バ
ス
停
や
ダ
イ
ヤ
を
決
め

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
実
際
の

バ
ス
利
用
者
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、

自
分
た
ち
が
使
い
や
す
い
路
線
を

提
案
し
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
だ
。

　
ま
ず
机
に
大
き
な
地
図
を
広
げ

な
が
ら
、
現
在
の
利
用
状
況
と
地

域
の
要
望
を
洗
い
直
す
作
業
か
ら

始
め
た
。
通
院
に
利
用
す
る
高
齢

者
か
ら
通
学
に
利
用
す
る
小
学
生

ま
で
、
人
に
よ
っ
て
バ
ス
の
利
用

時
間
帯
も
行
き
た
い
先
も
バ
ラ
バ
ラ
。

ま
た
、
み
ん
な
な
る
べ
く
自
分
に

と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
を
望
む
の

も
当
然
。
鳳
来
寺
線
の
代
替
と
し
て
、

新
た
に
市
営
バ
ス
「
塩
瀬
線
」
を

運
行
さ
せ
る
予
定
で
は
あ
っ
た
が
、

果
た
し
て
そ
れ
で
す
べ
て
の
要
望

を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

提
案
を
受
け
る
立
場
の
行
政
担
当

者
は
頭
を
悩
ま
せ
た
。

　
た
た
き
台
が
出
来
上
が
る
と
、

今
度
は
そ
れ
を
基
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
。
「
玖
老
勢
で

の
他
路
線
と
の
乗
り
継
ぎ
の
便
は

い
い
の
か
」
「
子
ど
も
の
部
活
の
朝

練
に
も
間
に
合
う
の
か
」
議
論
は
、

い
っ
た
ん
会
議
を
閉
じ
た
後
も
延
々

と
続
く
。
い
っ
た
い
、
ど
う
い
う

路
線
が
一
番
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

皆
が
頭
を
ひ
ね
る
。

　
議
論
が
混
迷
し
た
と
き
は
、
常

に
原
点
に
立
ち
戻
っ
た
。
「
子
ど
も

た
ち
の
通
学
の
こ
と
か
ら
考
え
ま
い
」

会
議
に
は
、
当
初
か
ら
ひ
と
つ
の

約
束
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
子

ど
も
た
ち
の
足
の
確
保
が
最
優
先
」

と
い
う
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
が
学

校
へ
通
え
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と

が
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
バ
ス
に
対
す
る
み
ん
な
の
共

通
の
願
い
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
上
島
田
か
ら
大
海

駅
ま
で
を
結
ぶ
市
営
バ
ス
「
塩
瀬
線
」

は
誕
生
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
無

事
学
校
へ
通
え
る
よ
う
に
な
り
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
市
民
病
院
ま

で
一
歩
近
づ
く
こ
と
と
な
る
。
行

政
に
た
だ
要
望
す
る
だ
け
で
は
な
い
、

行
政
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
わ
け

で
も
な
い
、
利
用
者
本
意
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
、
地
域
の
想
い

を
乗
せ
て
走
り
出
す
。

塩瀬線開設に向けた市民の奮闘

路線を守り育てる会
　限られた地域を走る支線バス（コミュニティバス）

が、より使い勝手がよくなるように、またより多

くの人が利用できるようにと、地域の人や利用者

が集まって路線やダイヤなどを検討する市民会議。

　バス運行後も利用状況や新たな住民要望などを

チェックし、市民が自らの手でバス路線の見直し

を図っていく。今後、他の支線バス路線でも順次

設立される予定。

　
都
市
部
で
は
、
中
心
街
の
渋
滞
緩

和
や
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
と
し

て
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
叫
ば

れ
る
。
し
か
し
、
山
間
部
で
は
事
情

が
違
う
。
公
共
交
通
は
、
地
域
で
の

生
活
を
守
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
生
命

線
だ
。

　
そ
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
限
ら

れ
た
資
源
の
有
効
活
用
を
市
民
自
ら

考
え
自
ら
決
め
る
。
こ
こ
に
も
「
住

民
自
治
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
み
た
。

市
民
編
集
委
員
か
ら
一
言

特集「おでかけはバスにのって」6ページと7ページの記事は、市民編集員による取材・編集です。

※
市
営
バ
ス
「
塩
瀬
線
運
行
時
刻
表
」
と
「
鳳
来
西
部
地
区
路
線
図
」
は
、8
・
9
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

はら た よう じ ろうか わ い つかさ
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上 島 田

中 島 田

サイクリングターミナル前

小　松

大　立

長　楽

椎平橋

追　分

横　山

錢　亀

高
月
寺
前

中
　
　
平

小
　
　
島

知

幸

部

大

海

駅

塩

の

谷

玖

老

勢

白
鳥
神
社
前

一
　
　
色

塩
　
　
瀬

鳳来西小学校

西小学校前

西保育園前

布 　 　 里

布 里 小 松

大 　 輪

大 輪 橋

恩 　 原

日 　 向

源 　 氏

広 　 見

只 　 持

只 持 中

只 持 下

田

　

峰

只持周り�
塩瀬線�
�大海行き   　第3便
�上島田行き　第3便塩瀬線

布里田峰線

　
市
で
は
、
総
合
計
画
で
目
指
す

ま
ち
の
将
来
像
「
市
民
が
つ
な
ぐ

山
の
湊
創
造
都
市
」
を
支
え
る
公

共
交
通
づ
く
り
の
た
め
、
「
新
城
市

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
既
存
路
線
の
見
直
し
を

行
い
、
利
用
の
少
な
い
区
間
に
お

い
て
は
、
運
行
を
廃
止
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
公
共
交
通
機
関

が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
実
証

運
行
も
始
め
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
予
算
で
バ
ス
の
運
行

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る

だ
け
利
用
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
や
、

バ
ス
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
１
人
で
も
多
く
の
利
用

者
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
上
で
、
利
用
さ
れ
な
い
区
間

や
時
間
帯
は
、
廃
止
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
た
検
討
も
必
要
で
す
。

市
民
の
貴
重
な
足
で
あ
る
バ
ス
路

線
存
続
の
た
め
に
、
バ
ス
の
活
用

法
を
、
ご
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん

で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。。

　
Ｓ
バ
ス
の
共
通
回
数
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
　

通
院
や
買
い
物
な
ど
で
、
バ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
便
利
で

お
得
な
回
数
券
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�
回
数
券

　
　
２
０
０
円
券
　
６
枚
綴
り
　

１，
０
０
０
円

　
※
１
０
０
円
券
　
６
枚
綴
り
　
　
　
５
０
０
円

　
（
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
、
障
害
の
あ
る
方
な
ど
）

　
一
乗
車
分
お
得
で
す
！

�
販
売
窓
口

　
北
部
線
、
西
部
線
の
み
、
車
内
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
市
役
所
、
各
総
合
支
所
な
ど
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
利
用
対
象
路
線

　
北
部
線
／
西
部
線
／
守
義
線
／
つ
く
で
あ
し
が
る
線
／
塩
瀬
線

　
長
篠
山
吉
田
線
／
布
里
田
峰
線
／
秋
葉
七
滝
線

※
中
宇
利
線
、
吉
川
・
市
川
線
、
作
手
線
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

大海駅方面 上島田方面 平成20年10月1日

※日曜日、祝日、振替休日と年末12月29日から年始1月3日までは運休です。�                     

上 島 田 �

中 島 田 �

塩 瀬 �

高月寺前�

中 平 �

知 幸 部 �

白鳥神社前�

一 色 �

小 島 �

鳳来西小前�

西保育園前�

布 里 �

布里小松�

只 持 中 �

只 持 下 �

サ イ ク リ ン グ
タ ー ミ ナ ル 前  

小 松 �

大 立 �

長 楽 �

椎 平 橋 �

追 分 �

横 山 �

銭 亀 �

大 海 駅 �

大 海 駅

銭 亀

横 山

追 分

椎 平 橋

長 楽

大 立

小 松

サ イ ク リ ン グ
タ ー ミ ナ ル 前

布里小松

布 里

西保育園前

鳳来西小前

只 持 下

只 持 中

小 島

一 色

白鳥神社前

知 幸 部

中 平

高月寺前

塩 瀬

中 島 田

上 島 田着

発

着

発

バ ス 停 バ ス 停
月～土 月～金 月～金�月～金 月～金 月～土 月～金 月～金�　土　 月～金　 土　 月～金 月～金

1　　 2　　 3　　 4　 　5　　 6　　7 　8　1　　 2　　 3　　 4　 　5

（登校日）

▼ ▼

6：23

6：24

6：25

6：27

6：29

6：31

6：33

7：34

7：35

7：36

7：38

7：40

7：42

7：44

7：45

7：46

7：47

7：49

　―

　―

7：50

7：51

7：52

7：55

7：57

7：58

8：01

8：02

8：04

8：06

8：08

8：09

8：12

8：13

8：15

8：18

8：19

8：20

8：21

8：23

8：24

8：25

　 ―

　 ―

8：26

8：28

8：30

8：32

8：34

8：35

8：36

8：46

8：49

9：46

9：48

9：49

9：52

9：53

9：55

9：58

9：59

10：00

10：01

10：03

10：04

10：05

―　

　 ―　

10：06

10：08

10：10

10：12

10：14

10：15

10：16

12：50

12：52

12：53

12：56

12：57

12：59

13：02

13：03

13：04

―　

 ―　

―　

 ―　

13：07

13：08

13：09

13：11

13：13

13：15

13：17

13：18

13：19

13：29

13：32

15：51

15：53

15：54

15：57

15：58

16：00

16：03

16：04

16：05

16：06

16：08

16：09

16：10

 ―　

 ―　

16：12

16：14

16：16

16：18

16：20

16：21

16：22

16：32

16：35

14：10

14：12

14：14

14：16

14：18

14：19

14：20

8：51

8：54

9：04

9：05

9：06

9：08

9：10

9：12

9：14

 ―

　―

 ―

　―

9：15

9：16

9：19

9：20

9：21

9：24

9：26

9：27

9：30

9：31

9：33

12：17

12：18

12：19

12：21

12：23

12：25

12：27

12：28

12：29

12：30

12：32

　 ―

　 ―

12：33

12：34

12：35

12：38

12：40

12：41

12：44

12：45

12：47

15：19

15：20

15：21

15：23

15：25

15：27

15：29

15：30

15：31

15：32

15：34

　 ―

　 ―

15：35

15：36

15：37

15：40

15：42

15：43

15：46

15：47

15：49

16：26

16：28

16：30

16：32

16：34

16：35

16：36

17：00

17：02

17：04

17：06

17：08

17：09

17：10

18：29

18：31

18：33

18：35

18：37

18：38

18：39

市の公共交通をより良く

していくため、皆さんか

らの「バスに関するご意

見 」をお待ちしています。

お気軽にお電話ください。

連絡先／企画課
�23－7620
Eメール
kikaku@city.shinshiro.lg.jp

←あしがる君
　（つくであしがる線キャラクター）

�
問
い
合
わ
せ

　
本
庁

企
画
課
　
　
　
　
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
0

　
鳳
来
総
合
支
所

地
域
振
興
課
　
�
32
‐
0
5
1
3

　
作
手
総
合
支
所

地
域
振
興
課
　
�
37
‐
2
2
5
9
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住宅

住宅

新城市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

新城市民病院 東栄病院 豊川市民病院 豊橋市民病院 豊橋医療センター 豊橋ハートセンター

新城市消防署年別病院別搬送人員

17 18 19 17 18 19 17 18 19 17 18 19 17 18 19 17 18 19

医　療
機関名

年　度

1,386人

693人

497人

236人 288人 246人

62人

398人

593人

90人

194人 179人

19人 48人
62人

48人 38人 61人

17 18 19 18 19

休日診療所 在宅当番医制

患者数の推移

区分

年度

1,385人

2,163人

2,204人

2,009人

2,516人

・
電
話
で
症
状
を
連
絡
し
て
か
ら
ご
来
院
 

　
く
だ
さ
い
。

・
夜
間
の
応
急
的
な
処
置
を
行
い
ま
す
が
、

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
血
液
検
査
、
点
滴
な

　
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
急
な
発
熱
な
ど
比
較
的
症
状
が
軽
い
方
の

　
応
急
的
な
診
療
を
行
い
ま
す
。

・
お
薬
は
原
則
と
し
て
１
日
分
と
し
応
急
的

　
で
限
定
さ
れ
た
処
方
と
な
り
ま
す
。

・
外
傷
患
者
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
担
当
医
師
の
判
断
に
よ
り
他
医
へ
紹
介
す

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
症
状
に
よ
っ
て
は
、
夜
間
診
療
所
で
は
対

　
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
定
期
的
な
診
療
や
投
薬
に
つ
い
て
は
、
「
か

　
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
」
で
お
願
い
し
ま

　
す
。

・
症
状
が
長
引
い
て
い
る
方
な
ど
で
救
急
性

　
は
な
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
昼
間
に
「
か

　
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
」
を
受
診
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
な
い
場
合
は
自
費
診
療
と
な
り

　
ま
す
。

・
医
師
の
都
合
に
よ
り
、
診
療
時
間
の
変
更

　
や
休
診
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
従
来
の
在
宅
当
番
医
制
は
継
続
し
ま
す
。

夜間診療所の概要
�目　　　的　夜間の応急診療を行う

�診療開始日　10月3日（金）

�開 設 場 所　新城市民病院東側隣接地（位置図をご覧ください）

�診 療 科 目　内科、小児科

�診 療 日　月曜日、火曜日、金曜日、土曜日

�診 療 時 間　午後8時～午後１1時

�受 付 時 間　午後7時30分～午後10時30分

�休 診 日　水曜日、木曜日、日曜日、国民の祝日

　　　　　　　12月29日から1月3日まで

�医　　 師　新城医師会、豊川宝飯医師会、豊橋市医師会などの所属医

　　　　　　　師が輪番（１人）で診察いたします。

　
現
在
、
夜
間
の
応
急
診
療
は
、
在
宅
当
番
医
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日
場
所
が
変
わ
る
た
め
在
宅
当
番
医
制
に

加
え
、
場
所
が
定
ま
っ
た
「
新
城
市
夜
間
診
療
所
」
を
開
設
し
て
、
第
１
次
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

電
話
で
症
状
を
連
絡
の
う
え

ご
来
院
く
だ
さ
い

（
受
付
時
間
内
の
み
通
話
で
き
ま
す
）

救
　
　
急
　
　
患
　
　
者

重
症
者

・
救
急
車

第1次救急医療第2次救急医療第3次救急医療

新
城
休
日

診
療
所

新
城
市
夜
間

診
療
所

在
宅

当
番
医

内
科
・
小
児
科

第
2
次
救
急
医
療
施
設

（
病
院
群
輪
番
制
）

1
市
2
町
1
村

内
科
・
小
児
科

歯
　
　
科

医
　
　
科

整
形
外
科

皮
膚
科
・
眼
科

休
　
　
　
日

休
　
　
　
日

夜
間
（
月
・
火
・

金
・
土
）

休
日
・
平
日

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分

午
後
8
時
〜

午
後
11
時

午
後
7
時
〜

午
後
11
時

午
後
7
時
〜

午
後
11
時

午
前
9
時
〜
正
午

平
　
　
　
日

新
城
市
民
病
院

東
栄
病
院

市
内
病
院

市
外
病
院

東
三
河
南
部

医
療
圏
と
の
連
携

・
豊
川
市
民
病
院

・
豊
橋
医
療
セ
ン
タ
ー

・
成
田
記
念
病
院

・
豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
総
合
青
山
病
院

・
光
生
会
病
院

・
そ
の
他

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

（
豊
橋
市
民
病
院
）

お
問
い
合
わ
せ

へ
き
地
医
療
支
援
室
　
�
23
‐
7
6
0
2

受
診
上
の
注
意
事
項

新
城
市
夜
間
診
療
所

位
置
図

　
市
民
の
要
望

　
平
成
19
年
度
、
市
が
行
っ
た
総

合
計
画
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

定
住
対
策
と
し
て
は
「
病
院
や
診

療
施
設
を
充
実
」
と
の
意
見
が
約

８
割
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
市
の
将

来
像
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

最
も
多
か
っ
た
内
容
は
「
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
健
康
で
暮
ら

せ
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
ま
ち
」

で
し
た
。

　
救
急
医
療
の
充
実

　
現
在
、
市
民
病
院
は
改
革
の
途

中
で
す
が
、
第
２
次
救
急
医
療
機

関
と
し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
休
日
診
療
所
と
在

宅
当
番
医
制
で
第
１
次
救
急
医
療

を
保
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
山
間
部
を
抱
え
る
広

い
市
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
は
、

在
宅
当
番
医
制
に
加
え
、
場
所
が

定
ま
っ
た
夜
間
診
療
所
を
開
設
し
て
、

第
１
次
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
救
急
車
利
用
の
推
移

　
市
消
防
本
部
の
平
成
17
年
と
平

成
19
年
の
救
急
車
搬
送
実
績
を
比

較
す
る
と
、
東
三
河
北
部
医
療
圏
（
新

城
市
、
北
設
楽
郡
の
町
村
）
内
へ

の
搬
送
が
半
減
し
て
い
る
の
に
対
し
、

東
三
河
南
部
医
療
圏
（
豊
川
市
、
豊

橋
市
を
中
心
と
す
る
市
町
）
へ
の

搬
送
が
４
倍
と
な
り
、
東
三
河
北

部
医
療
圏
内
で
受
け
止
め
る
許
容

量
を
こ
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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商
工
課
　
�
23
‐
7
6
3
4

中小企業者の方を応援します
（融資制度）

（補助制度）

勤労者の方を応援します（市勤労者住宅資金融資制度）

商工業振興資金融資制度
通常資金（振）　小規模企業資金（振小）

市短期特別小口
資金融資制度

市信用保証料補助金　　　　　　　　　　　市短期特別小口資金利子補給補助金

市起業者支援
資金融資制度

市内に事業者があ

る従業員50人（商業・

サービス業は20人）

以下の個人・法人・

企業組合

商工業振興資金の小規模企業資金融資で借入

をした場合、支払った信用保証料の1/2（100円未

満切捨て）を補助します。ただし、上限は8万円です。

補助申請は融資貸付から15日以内に市へ提出し

てください。

市短期特別小口資金融資を借入した場合、当該

融資に係る利子を含めた額を取引金融機関へ完

済した後、正規の利子相当額の1/2を補助します。

補助申請は返済完了日から30日以内に市へ提出

してください。

市内に事業所があ

る従業員20人（商業・

サービス業は5人）

以下の個人・法人・

企業組合

市内に事業所があ

る従業員20人（商業・

サービス業は5人）

以下の個人・法人・

企業組合

市内に事業所があ

る従業員20人（商業・

サービス業は5人）

以下で開業しようと

する方

融資対象

融資金額

資金使途
融資期間

年 利 率

担保・保証人

要　　件

融 資 限 度 額

返済期間・返済方法

金　　　　　　利

担 保 ・ 保 証 人

要 件 な ど

4,000万円以内 1,250万円以内
（既保証含む）

500万円以内 750万円以内

運転　7年以内

設備　7年以内

運転　5年以内

設備　7年以内

運転　1年以内

設備　1年以内
設備　7年以内

3年以内　1.7％

5年以内　1.8％

7年以内　1.9％

3年以内　1.5％

5年以内　1.6％

7年以内　1.7％

1.7％ 1.9％

原則　不要 原則　不要 原則　不要 原則　要

・税の滞納がないこと

・必要な許可書を取得していること

・据置6カ月が可能な分割返済

・保証協会への保証料が必要

・事業を適法に営んでいること

・1年以上現在の事業所に勤務していること。

・住宅取得後3年以上居住見込みがあること。

・借入申込人は75歳までに完済する方であること。

・税の滞納がないこと。

新築、増築、建売、土地付新築住宅

土地付中古住宅

改築、耐震補強、住宅用地

・税の滞納がないこと

・必要な許可書を取

　 得していること

・事業を適法に営ん

　でいること

・市内に居住し、市内

　で開業する25歳以

　上の方

・開業までに許可書

　を取得していること

1,000万円

700万円

500万円

25年（改築、耐震補強は15年）以内で元利均等の分割返済（ボーナス併用可）

住宅金融支援機構の住宅融資フラット35の各金融機関が定める貸付実行時の金利

原則　要

●問
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総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な

ど
の
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
お
聞

き
し
て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
役
所
に
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・
環

境
衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通
安
全
・

道
路
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
り
ま
す
。

※
開
設
日
に
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
　

　
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

　
・
新
城
地
区
　
菅
野
美
津
雄

氏

　
　
☎
22
‐
２
０
６
０

　
・
鳳
来
地
区
　
松
井

和
之

氏

　
　
☎
34
‐
０
０
５
５

　
・
作
手
地
区
　
平
松
　弘
明
 氏

　
　
☎
37
‐
２
２
４
６

行
政
苦
情
１
１
０
番

　
総
務
省
　
中
部
管
区
行
政
評
価
局
　

　
首
席
行
政
相
談
官
室

　
　
☎
０
５
２
‐
962
‐
１
１
０
０

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
の
案
内

※がけの近くに建てられた昭和30年

　以前の住宅が対象となりますので、

　その後増築された場合は対象から除

　外されます。

平
成
21
年
度
以
降
、
移
転
を
希
望
す
る
方
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

7
8
万
円
以
内

4
4
4
万
円
以
内

2
0
6
万
円
以
内

5
8
万
円
以
内

7
8
6
万
円
以
内

新
し
い
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
の
た
め
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の

借
り
入
れ
金
利
子
相
当
額

　
「
近
く
の
が
け
が
危
険
で
ど
こ
か
に
移
転
し
た
い
」
な
ど
の
考
え
が
あ
り
、
昭

和
30
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
一
定
の
条
件
に
合
え

ば
、
安
全
な
場
所
へ
移
転
す
る
た
め
の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
が
け
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
す

べ
り
な
ど
で
住
民
の
生
命
に
危
険
を

お
よ
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域
内
の
危

険
住
宅（
自
己
所
有
以
外
で
も
可
）を
、

安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
こ
と
を
促

進
す
る
た
め
、
危
険
住
宅
の
除
去
な

ど
に
要
す
る
費
用
と
、
新
た
に
建
設
・
購

入
す
る
住
宅
の
借
り
入
れ
利
子
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

市
民
課
　
　

☎
23
‐
7
6
2
8

市
民
福
祉
課
　☎
32
‐
0
5
1
1

市
民
福
祉
課
　☎
37
‐
2
2
1
1

都
市
計
画
課
　☎
23
‐
7
6
4
0

■鳳 ■本
●問

■本
●申
●問

■作

こ
の
制
度
は

　
が
け
地
な
ど
著
し
く
危
険
な
区
域
を
、

地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
指
定
し
た

災
害
危
険
区
域
ま
た
は
建
築
を
制
限

し
て
い
る
区
域
内
の
住
宅
で
す
。

　
図
1
の
よ
う
な
状
況
が
危
険
住
宅

で
す
が
、
ほ
か
に
も
家
の
す
ぐ
下
に

が
け
が
あ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー

ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
建
築

許
可
な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
都
市
計
画

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

危
険
住
宅
と
は

30度

高さ
2メートル
以上

がけとは…
高さが2メートル以上あり、

その勾配が30度以上のものを

指します。

住 宅

図1

危険な住宅

除     　 却

補 助 金移     　 転

新しい住宅

移 転 事 業 の 概 要

～～～～～～～～～

～～～～～

建
　
　
物

土
　
　
地

敷
地
造
成

危
険
住
宅
の
除
去
費
用

補

助

内

容

補

助

限

度

額

合

　

　

　

計

平
成
20
年
度
の
補
助
金
参
照
例

10
月
1
日

（水）

午
後
１
時
〜
４
時

月
日
・
時
間

場
　
所

鳳
来
開
発

セ
ン
タ
ー

10
月
14
日

（火）

午
前
10
時
〜

　
　
　
午
後
3
時

市
民
体
育
館
第

１
・
２
会
議
室

10
月
14
日

（火）

午
前
10
時
〜

　
　
　
午
後
3
時

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

虹
の
郷
相
談
室

行
政
相
談
所
の
開
設

す
が

の

み

つ

お

ま
つ

い
　
　
か
ず

ゆ
き

ひ
ら

ま
つ
　
こ
う

め
い

い
ち
じ
る

こうばい
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　東部、吉川両保育園の園児たち 34 人が、

南谷茂夫さん（日吉地区）のぶどう園へ

招待され、ぶどう狩りを楽しみました。

　園児たちは、南谷さんに抱きかかえら

れて、ハサミでぶどうを切り取り、口に

入れると「おいしいね」と喜んでいました。

　この説明会は、ハローワークなどが主催し、新

城文化会館展示室で高校生のために開催されまし

た。横浜ゴム新城工場やＪＡ愛知東など地元企業

が参加しました。

　燃料電池自動車が 18日（金）から 27日（日）まで

の 10 日間、環境省から市に貸与されました。

　燃料電池自動車は、水素と酸素の化学反応によ

って発電した電気でモーターを回して走る車です。

走行時には、水だけが発生し大気汚染の心配がな

いほか、高いエネルギー効率が期待できるため、

次世代の低公害車として注目されています。

みなみ や　し げ お
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　人と自然がともに生きる農村を目指して、市民参

加型でエコ農業に取り組むことを目的に、新城あぐ

りの郷、豊川流域圏通貨バンク準備協議会が主催の

「エコ農業体験＋竹細工づくり＆交流会」が、上平

井地区で開催されました。

　畦の除草作業、休耕田ビオトープ池観察・コスモ

スのたねまきなどが屋外会場で行われ、張源寺では

竹細工体験が行われました。

　恒例の新城納涼花火大会が、桜淵公園

の豊川河畔で行われました。

　新城の花火の最大の魅力は、渓谷に響

き渡る音。

　穂積市長と「まかない WAVE」による

手筒花火で始まった大会は、夜空に約 2，

000 発の花火がり、色鮮やかな打ち上げ

花火や仕掛け花火が見物に訪れた人を楽

しませてくれました。

　
名
越
神
楽
は
、
名
越
地
区
に

伝
わ
る
獅
子
神
楽
芝
居
で
す
。

例
年
10

月
第
３
土
・
日
曜
日
に

六
社
神
社
や
公
民
館
な
ど
で
奉

納
さ
れ
ま
す
。

　
名
越
神
楽
の
発
祥
は
定
か
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
初
年
、

集
落
に
古
い
獅
子
頭
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
住
民
た
ち
は
、
「

か
つ
て
先
祖
た
ち
が
鎮
守
社
に

獅
子
舞
神
楽
を
奉
納
し
た
名
残

だ
ろ
う
」
と
考
え
て
、
復
活
さ

せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
、
東
三
河
で
は
小
坂
井
神
楽

が
有
名
で
、
同
様
の
も
の
が
今

で
も
作
手
長
者
平
に
も
あ
り
ま

す
。
人
々
は
作
手
か
ら
師
匠
を

招
い
て
練
習
し
、
最
後
の
仕
上

げ
に
は
小
坂
井
か
ら
も
師
匠
を

呼
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
宵
祭
り
に
徳
運
寺
内
で
悪
魔

祓
い
の
獅
子
舞
を
行
い
、
続
い

て
地
区
の
「
総
地
の
神
」
前
、

六
社
神
社
拝
殿
で
行
い
ま
す
。

夜
は
公
民
館
で
悪
魔
払
い
の
獅

子
舞
と
神
楽
芝
居
を
行
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
獅
子
頭
を
か
ぶ

っ
た
口
に
筆
を
く
わ
え
、
障
子

に
「
恋
し
く
ば
尋
ね
来
て
み
よ

和
泉
な
る
　
信
田
の
森
の
う
ら

み
葛
の
葉
…
」
と
、
巧
み
な
文

字
を
上
か
ら
、
下
か
ら
書
き
上

げ
る
芦
屋
道
満
大
内
鑑
四
段
目

「
葛
の
葉
子
別
れ
」
が
特
に
有
名

で
す
。

�

名

越

神

楽

�
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

�
昭
和
37
年
８
月
１
日
指
定

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

あ ぜ

か は ん

ウ エ イ ブ

あ

く

ま

し

し

か

ぐ

ら

し

ば

い

ろ

く

し

ゃ

じ

ん

じ

ゃ

ほ

う

の

う

し

し

が
し
ら

ち

ん

じ

ゅ

し

ゃ
な

ご

り

い

ず

み

し

の

だ

く

ず

　

　

は

く

ず

　

　

は

　
こ

わ

か

あ

し

や

ど

う

ま

ん

お

お

う

ち

か
が
み
よ

ん

だ

ん

め

よ

い

ま

つ

そ

う

　
ぢ

は

い

で

ん

と

く

う

ん

じ

　
な

い

ば
ら
い

な

　

こ

え

　

か

ぐ

　

ら
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御
殿
て
ま
り
展

　
御
殿
て
ま
り
は
日
本
古
来
の
民

芸
品
で
す
。
彩
色
の
異
な
る
木
綿

糸
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
い
ろ

い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
の
ま
り
が
で
き

あ
が
り
ま
す
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
10
月
1
日

（水）
〜
31
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜

　
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

「
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ
」

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

新
城
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
23
‐
7
7
8
3

sie
a
@

c
ru

x.o
c
n

.n
e
.jp

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

消
防
署
　
救
急
グ
ル
ー
プ

☎
22
‐
1
1
1
9

　
10
月
19
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
作
手
鬼
久
保
広
場
周
辺

　
鬼
久
保
広
場
内
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
セ
ン
タ
ー

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
採

　
集
用
具

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

　
10
月
５
日

（日）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
鳶
ヶ
巣
奇
襲
隊
渡
河
地
点
の
検

　
証
・
川
合
重
雄
氏
遺
稿
よ
り

　
新
城
市
郷
土
研
究
会

　
会
長
　
夏
目

利
美
さ
ん

　
35
人

　
無
料

　
ス
イ
ス
出
身
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え

て
、
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
の
お

話
を
伺
い
ま
す
。
ス
イ
ス
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
チ
ー
ズ
を
楽
し
み
な

が
ら
異
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
10
月
４
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
新
城
文
化
会
館
展
示
室

　
ハ
イ
デ
ィ
ー
Ｓ
ダ
ー
ニ
ン
グ
さ
ん

　
（
ス
イ
ス
出
身
）

　
無
料

主
催
　
国
際
交
流
さ
く
ら

　
　
　
新
城
市
国
際
交
流
協
会

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
を
始
め
と
す

る
妖
怪
漫
画
の
第
一
人
者
水
木
し

げ
る
氏
の
生
い
立
ち
の
記
を
舞
台

化
し
た
楽
し
い
演
劇
で
す
。

　
10
月
21
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
開
演

　
（
午
後
１
時
開
場
）

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
１
，

０
０
０
円
（
一
般
ブ
ロ
ッ

　
ク
指
定
席
）

　
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
で
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

※
小
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
を
兼
ね

　
て
い
ま
す
。

　
体
育
の
日
に
、
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
か
き
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
13
日

（祝）

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
２
時

※
雨
天
の
場
合
、
歩
こ
う
会
、
グ

　
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
以
外
は

　
中
止
、

　
歩
こ
う
会
は
10
月
19
日

（日）
に

　
延
期

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
ほ
か

　
歩
こ
う
会

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
等

　
普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
も
し
も
の
時
」
に
困
ら
な
い

よ
う
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
救

命
講
習
を
受
講
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
10
月
12
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

　
る
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法

　
20
人
　

　
筆
記
具

　
中
学
生
以
上

　
無
料

※
申
し
込
み
は
、
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

と

び

が

す

き

し
ゅ
う
た

い

と

　

か

か

わ

い

し

げ

お

い

こ

う

な

つ

め

　

と

し

み

●申
●問

●申
●問

●対 ●持

●持

●￥

●￥

●￥

●内

●内●内

●講●講

●講

●定

●定

●定 ●￥

●￥

●他

●他

●時

●時

●時

●時●時

●時

●所●所

●所

●所●所

●所

●所 ●問
■鳳

み

に

こ

ん

か

ん

●em

●em

●時 ●問

●問

●問
■本

●問
■本
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愛
知
県
行
政
書
士
会
新
城
支
部

で
は
、
10
月
の
「
行
政
書
士
制
度

強
調
月
間
」
の
協
賛
行
事
と
し
て

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
農
地
の

転
用
手
続
き
な
ど
の
権
利
・
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
作
成

や
、
官
公
署
に
提
出
す
る
許
認
可

手
続
き
な
ど
の
行
政
手
続
き
に
つ

い
て
、
行
政
書
士
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

新
城
会
場

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
１
階
　
研
修
室
Ａ

　
10
月
８
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
正
午

鳳
来
会
場

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
相
談
室

　
10
月
８
日

（水）

　
午
後
２
時
〜
４
時

　
市
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
６
人

　
遺
跡
の
発
掘
調
査

　
11
月
４
日
〜
12
月
中
旬
（
予
定
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
１
日

　
６
時
間
）

　
長
篠
地
域

賃
金

　
950
円
／
時
間

※
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
う
え
、
写
真
を
貼
付
し
た
も
の

　
を
文
化
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

　
ま
で
本
人
が
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
10
月
３
日

（金）

　
市
民
の
力
で
暮
ら
し
や
す
い
街

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
田
原
市
福

江
地
区
周
辺
の
人
に
や
さ
し
い
街

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
を
行
い
ま

す
。

　
11
月
８
日

（土）

　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

　
（
受
付
午
前
10
時
30
分
か
ら
）

　
田
原
市
渥
美
支
所

　
４
階
401
会
議
室

　
田
原
市
古
田
町
岡
ノ
越
６
番
地
４

　
☎
０
５
３
１
‐
33
‐
１
１
１
１

　
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
お
よ
び
一
般
の
方

　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

　
無
料

　
昼
食
は
各
自
ご
負
担
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
住
民
主
導
で
人
に
や
さ
し
い
街

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
福
江
地
区

の
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
に
つ

い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

　
11
月
15
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
（
受
付
午
後
0
時
30
分
か
ら
）

　
田
原
市
渥
美
支
所

　
４
階
401
会
議
室

　
田
原
市
古
田
町
岡
ノ
越
６
番
地
４

　　
田
原
市
渥
美
支
所

　
☎
０
５
３
１
‐
33
‐
１
１
１
１

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

　
無
料

　
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
地
域

全
体
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
12
月
１
日

（月）
か
ら
愛

知
県
と
協
働
で
「
子
育
て
家
庭
優

待
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
当
た
り
、
協
賛
し

て
い
た
だ
け
る
店
舗
（
企
業
・
施

設
を
含
む
）
を
10
月
１
日

（水）
か

ら
募
集
し
ま
す
。

※
所
定
の
申
込
書
（
児
童
課
、
各

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口

　
に
備
え
付
け
、
ま
た
市
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）
に
記

　
入
の
上
、
児
童
課
、
各
総
合
支

　
所
市
民
福
祉
課
ま
で
。

事
業
の
概
要
　

　
　
市
か
ら
18
歳
未
満
の
お
子
さ

　
ん
の
い
る
家
庭
と
妊
娠
中
の
方

　
に
「
は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
」
を
配

　
布
し
ま
す
。
協
賛
店
舗
に
こ
の

　
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

　
店
舗
が
独
自
に
設
定
す
る
商
品

　
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
特
典

　
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
特
典
の
例
　
商
品
割
引
、
子
ど

　
も
へ
の
お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

　
買
物
時
の
ポ
イ
ン
ト
加
算
な
ど

愛
知
県
行
政
書
士
会
新
城
支
部

☎
23
‐
0
2
4
0

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0
　

�
23
‐
7
0
4
7

to
sh

i@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

●em

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0
　

�
23
‐
7
0
4
7

to
sh

i@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

●em

●時●所 ●内 ●定●〆

●問

●申
●問

■本
●申
●問

■本

●申
●問

■本

●問
●申
●問

■本

●時

●時

●所

●所

●対

●対

●￥●他 ●定

●￥ ●定

■鳳■作
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10
月
７
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
新
城
市
青
年
の
家

　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
４
品

　
25
人
（
先
着
順
）

　
１，
２
０
０
円

　
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
具

　
９
月
30
日

（火）

※
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

　〈
健
康
教
室
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〉

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
姿
勢
改
善
と
脂
肪
燃
焼
の
た
め

に
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
身
体
は
必
ず
応
え

て
く
れ
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る

　
方
（
中
高
年
の
方
大
歓
迎
！
）

　
無
料

　
50
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
10
月
１
日

（水）
午
前
８
時
30
分

　
か
ら

　
電
話
受
付

　
10
月
10
日

（金）
〜
12
月
19
日

（金）

　
毎
週
金
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
２
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

　
市
民
体
育
館
　
競
技
場

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。
運
動
嫌
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　
ク
が
気
に
な
る
方
ぜ
ひ
ど
う

　
ぞ
！

　
家
庭
を
訪
問
し
て
、
市
税
な
ど

の
徴
集
や
納
付
の
奨
励
な
ど
を
行

う
徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
１
人

　
　
以
下
の
条
件
を
満
た
し
て
い

　
　
る
方
に
限
り
ま
す
。

　
・
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
る
こ

　
　
と
。

　
・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
・
満
65
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

　
　
（
定
年
65
歳
）

　
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を

　
　
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
10
月
１
日
採
用
予
定

　
勤
務
時
間
は
、
週
30
時
間

　
報
酬
は
、
基
本
給
１
カ
月

　
（
９
５
、
０
０
０
円
）
プ
ラ
ス

　
収
納
割
、
件
数
割

　
社
会
保
険
有
、
有
給
休
暇
有

　
※
履
歴
書
、
運
転
免
許
証
の
写

　
　
し
、
顔
写
真
（
縦
３
セ
ン
チ

　
　
横
２
セ
ン
チ
）
１
枚
を
９
月

　
　
24
日

（水）
午
後
５
時
ま
　で
に

　
　
本
人
が
税
務
課
（
本
庁
舎
1

　
　
階
）
ま
で
持
参
の
こ
と
。

　
県
が
今
年
３
月
に
発
表
し
た
「
あ

い
ち
Ｂ
Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
」
を
使
っ
て
、

あ
な
た
の
お
店
・
会
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
作
成
の
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
内
容

は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
、
あ
い
ち
Ｂ

Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
の
実
務
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
城
設
楽
地
区

　
10
月
21
日

（火）

　
新
城
設
楽
山
村
振
興
事
務
所

　
無
料

※
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
郵
便
ま

　
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課
新
城
駐
在
室

☎
23
‐
2
1
1
1

�
23
‐
6
0
1
0

　
　
愛
知
県
産
業
労
働
部

　
　
中
小
企
業
金
融
課

　
　
☎
0
5
2
‐
954
‐
6
3
3
5

　
　
�
0
5
2
‐
954
‐
6
9
2
4
　

　
　
　kin

y
u

@
p

re
f.a

ic
h

i.lg
.jp

　
　
　http

://w
w

w
.p

re
f.a

ic
h

i.jp
/0

0
0

　
　
　00

1
7

0
6

3
.h

tm
l

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

-2
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
10
月
18
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　
9
月
24
日

（水）
〜
10
月
9
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
名
前
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

税
務
課

☎
23
‐
7
6
1
5

保
険
医
療
課

☎
23
‐
7
6
2
5

●申

●申

●HP

●時

●時

●時

●所

●所

●所 ●受 ●対

●持 ●￥

●￥

●￥

●他

●他

●内●講 ●定

●定

●定

●〆 ●問
●申●em

●問
●申

●所 ●時●定
●em

●問
●申

●問
■本

●問
●申
■本
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平
成
21
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
利
用
し
て
大
会
な
ど
を
開
催
す

る
予
定
が
あ
る
団
体
は
、
施
設
を

優
先
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
内
に
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で

お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
間
内
に
申
し
込
み
が

な
い
場
合
、
会
場
の
確
保
が
難
し

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
施
設

・
桜
淵
い
こ
い
の
広
場

　
　
西
側
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
有
海
緑
地
公
園

　
　
競
技
場
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス

　
　
コ
ー
ト

・
県
営
新
城
総
合
公
園

　
　
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
競

　
　
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
市
民
体
育
館

　
　
競
技
場
、
分
館
、
会
議
室

受
付
期
間

・
県
営
新
城
総
合
公
園

　
平
成
21
年
４
月
〜
６
月
分

　
10
月
１
日

（水）
〜
20
日

（月）

　
平
成
21
年
７
月
〜
３
月
分

　
12
月
１
日

（月）
〜
19
日

（金）

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他
体
育
施
設

　
平
成
21
年
度
分
…
平
成
20
年
12

　
月
１
日

（月）
〜
12
月
19
日

（金）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
課

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
児
童
手
当
（
６
〜
９
月
分
）
を

10
月
３
日

（金）
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
、
受
給
者
の
方
は
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
出
産
、
転
居
、
転
職
な
ど
の
際
 

 

　
は
、
児
童
課
、
ま
た
は
鳳
来
・

　
作
手
総
合
支
所
の
市
民
福
祉
課

　
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 
農
地
の
売
買
や
貸
借
、
農
地
以

外
の
も
の
に
変
更
す
る
際
の
農
地

転
用
手
続
き
、
農
地
を
嵩
上
げ
す

る
た
め
の
農
地
改
良
届
な
ど
、
農

地
お
よ
び
就
農
に
関
す
る
相
談
に

専
門
員
が
応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
10
月
９
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
集
会
室
（
２
階
）

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本■鳳■作

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

農
業
委
員
会（
農
業
振
興
課
）

☎
23
‐
7
6
3
3

離婚・相続・遺言・後見・契約・内容証明・公正証書・会社設立

企業法務・起業支援・決算・農地転用・入管取次・旅券取得…

くらし・ビジネス・サポートセンター　丁寧・迅速・秘密厳守

（要予約）

新城市字宮ノ西4-16　新城駅 徒歩2分　Mail:tatsu_s@f4.dion.ne.jp

午後7:00～8:30

会場 / 新城文化会館リハーサル室

講師　近田いく代 （とよはし中日文化センター講師）

み や び か い

行政書士　　3級FP技能士　　宅建主任者　　経営コンサルティング

新城市のホームページからどうぞhttp://www.suzuki-55.com 

豊橋市飯村北二丁目7-10

http://www.tees.ne.jp/ m̃iyabi7/

お問合わせ

無料体験

電話/FAX　0536-22-4175

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
、
浄
化

槽
法
に
基
づ
き
「
法
定
検
査
」
・

「
保
守
点
検
」
・
「
清
掃
」
の
３

つ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
正
し
い
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
、

せ
っ
か
く
の
浄
化
槽
も
正
常
な
汚

水
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

�
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
ま

　
し
ょ
う

　
（
７
条
検
査
及
び
11
条
検
査
）

　
県
が
指
定
す
る
検
査
機
関
（
新

　
城
市
の
場
合
は
「

（財）
中
部
微

　
生
物
研
究
所
」
）
の
行
う
検
査

　
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

　
れ
て
い
ま
す
。

�
定
期
的
な
保
守
点
検
を
受
け
ま

　
し
ょ
う

　
一
般
家
庭
（
５
人
槽
〜
10
人
槽

　
設
置
）
の
場
合
、
４
カ
月
に
１

　
回
以
上
の
点
検
を
行
う
よ
う
義

　
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
年
１
回
以
上
の
清
掃
を
行
い
ま

　
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
、
使
用
し
て
い
る
う

　
ち
に
次
第
に
汚
泥
（
汚
水
を
処

　
理
し
た
微
生
物
が
溜
ま
っ
た
物
）

　
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

　
清
掃
は
、
市
の
許
可
を
受
け
た

　
浄
化
槽
清
掃
業
者
し
か
行
う
こ

　
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
許
可

　
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
4

保守点検

法定検査

清　掃

4カ月に1回以上実施 年に1回以上

工事後3～8カ月以内に水質検査
保守点検、清掃の実施状況を年に1回検査

（処理方法や処理対象人員に
よって回数は異なります）

か
さ

あ

●時

●所●問
■本

●問
■本

●問
■本
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下
水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
4

　
平
成
21
年
４
月
１
日

（水）
か
ら
、

市
街
化
区
域
に
隣
接
す
る
市
街
化

調
整
区
域
の
方
が
、
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

負
担
額
が
面
積
算
定
か
ら
定
額
制

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
接
続
工
事
の
申
し
込
み

は
、
市
の
指
定
工
事
店
へ
お
願
い

し
ま
す
。

【
該
当
地
域
】

東
新
町
、
片
山
、
杉
山
、
石
田
、

野
田
、
大
野
田
、
豊
島
、
川
田
、

平
井
、
富
沢
、
富
永
の
一
部

　
教
育
資
金
を
必
要
な
皆
さ
ん
へ

安
心
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
。

　
☆
世
帯
の
年
間
収
入
（
所
得
）

の
上
限
額
変
更

　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
海
外
の
高
校
・
大
学
な
ど
に

入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者

で
世
帯
の
年
間
収
入
（
所
得
）
が

次
の
金
額
以
内
の
方
。

※
４
人
目
以
降
は
、
「
３
人
」
の

　
金
額
に
子
ど
も
人
数
１
人
あ
た

　
り
100
万
円
ず
つ
加
算
し
た
金
額

　
（
事
業
所
得
者
は
所
得
換
算
し

　
た
金
額
）

※
子
ど
も
人
数
と
は
、
申
込
者
が

　
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
の
人
数

　
を
い
い
、
年
齢
、
就
学
の
有
無

　
を
問
い
ま
せ
ん
。

※
子
ど
も
人
数
が
２
人
以
下
で
世

　
帯
の
年
間
収
入
（
所
得
）
が
右

　
記
の
金
額
を
超
え
る
方
で
も
、

　
世
帯
の
年
間
収
入
が
990
万
円
（
所

　
得
770
万
円
）
以
内
で
次
の
場
合

　
は
申
込
み
可
能
で
す
。

①
勤
続
３
年
未
満
②
居
住
年
数
１

年
未
満
③
返
済
負
担
率
（
借
入
金

年
間
返
済
額
÷
年
収
）
30
％
超

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
は
10
月
か

ら
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
移
行
し

ま
す
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
7
0
‐
0
0
8
6
5
6

h
ttp

://w
w

w
.ko

ku
kin

.g
o

.jp

子
ど
も

人
数1

人
2
人

3
人

給
与
所
得
者

事
業
所
得
者

7
9
0
万
円

5
9
0
万
円

8
9
0
万
円

6
8
0
万
円

9
9
0
万
円

7
7
0
万
円

　
計
量
器
を
「
取
引
・
証
明
」
に

使
用
す
る
場
合
は
、
２
年
に
１
回

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
計
量
法
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
計
量
士
が
定
期
検
査

以
前
１
年
以
内
に
検
査
を
行
い
、

県
知
事
に
そ
の
旨
届
け
出
た
場
合

は
今
回
の
定
期
検
査
は
免
除
さ
れ

ま
す
。

　
該
当
す
る
計
量
器
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
と
お
り
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。
（
ど
こ
の
会
場
で

も
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

商
工
課

☎
23
‐
7
6
3
4

勤労青少年ホーム

同上

同上

作手総合支所

鳳来開発センター

鳳来中央集会所

10/2(木)

10/3(金)

10/6(月)

10/7(火)

10/8(水)

10/9(木)

新城地区

作手地区

鳳来地区

区　　域　 実 施 日　　会　　　　　場

―
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご

協
力
を
ー

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
と
い
っ
た
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ

ん
の
代
表
と
し
て
、
検
察
官
が
被

疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ

と
（
不
起
訴
と
い
い
ま
す
）
の
当
否

に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

　
相
談
や
申
し
立
て
に
つ
い
て
の

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
い
つ
か
、
あ
な
た
も
検

察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
は
、
国
民

の
代
表
と
し
て
、
こ
の
仕
事
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
５
3
2
‐
52
‐
3
2
8
3

●問

●問 ●問
■本

●時 ●問
■本
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松井

「
私
の
視
点
、
私
の
感
覚
、
私
の

言
葉
で
参
加
し
ま
す
」

　
裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
お

よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
10
月
１
日

か
ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
、
毎
年
全
国
各
地
で
講
演

会
な
ど
各
種
の
行
事
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
の
「
法
の
日
」

週
間
は
、
12
月
こ
ろ
に
は
裁
判
員

候
補
者
名
簿
に
載
っ
た
方
に
通
知

が
届
く
な
ど
、
い
よ
い
よ
制
度
が

動
き
出
す
直
前
の
時
期
に
あ
た
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
全
国
各
地
で
模

擬
裁
判
、
映
画
上
映
会
や
模
擬
評

議
体
験
な
ど
裁
判
員
制
度
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
う
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
各
地
の
裁
判
所

で
の
催
し
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（h

ttp
://w

w
w

.cou
rts.g

o.jp
/

）

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
広
報
用
映
画

の
配
信
な
ど
は
、
裁
判
員
制
度
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.saibanin.

cou
rts.g

o.jp
/

）
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
裁
判
員
裁
判
の
審

理
を
メ
イ
ン
に
描
い
た
広
報
用
映

画
の
第
３
弾
「
審
理
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

お
よ
び
ビ
デ
オ
を
全
国
の
地
方
裁

判
所
総
務
課
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

☎
０
５
2
‐
223
‐
0
9
9
4

●問

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

　
育
て
よ
う
 

豊
か
な
心
 

読
書

か
ら
　

　
10
月
は
「
青
少
年
に
よ
い
本
を

す
す
め
る
県
民
運
動
」
の
強
調
月

間
で
す
。
図
書
館
で
は
、
県
選
定

の
優
良
図
書
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

【
幼
児
向
】

「
10
ぱ
ん
だ
」
岩
合
日
出
子
／
文

岩
合
光
昭
／
写
真
　
福
音
館
書
店

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に
か
わ

い
い
パ
ン
ダ
が
増
え
て
い
く
、
見

て
読
ん
で
、
楽
し
い
絵
本
で
す
。

【
小
学
生
向
】

「
ロ
ー
ザ
」
ニ
ッ
キ
・
ジ
ョ
バ
ン

ニ
／
文
　
光
村
教
育
図
書

　
全
米
に
広
が
る
公
民
権
運
動
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
黒
人
女
性

ロ
ー
ザ
の
勇
気
と
決
断
の
物
語
で
す
。

【
中
学
・
高
校
生
向
】

「
ウ
ル
フ
ィ
ー
か
ら
の
手
紙
」
パ

テ
ィ
・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
／
著
　
評

論
社

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
、
ア
メ
リ
カ

陸
軍
の
軍
用
犬
と
し
て
差
し
出
し

た
ウ
ル
フ
ィ
ー
か
ら
、
ぼ
く
に
手

紙
が
届
き
始
め
ま
す
。

【
青
年
向
】

「
神
田
川
デ
イ
ズ
」
豊
島
ミ
ホ
／

著
　
角
川
書
店

　
東
京
の
大
学
に
通
う
学
生
た
ち

の
青
春
を
描
く
、
連
作
短
編
集
で

す
。
不
安
や
不
満
を
か
か
え
た
彼

ら
に
共
感
や
懐
か
し
さ
を
感
じ
、

あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

「
社
員
の
安
心
を
守
る
の
は
、
社

長
の
責
任
で
あ
り
社
会
の
義
務
で

す
」

・
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
を

　
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

　
主
は
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
々

　
が
不
慮
の
業
務
上
災
害
・
通
勤

　
災
害
を
被
っ
た
場
合
、
失
業
し

　
た
場
合
、
高
年
齢
者
で
賃
金
が

　
低
下
し
た
状
態
で
継
続
し
て
働

　
い
て
い
る
場
合
、
育
児
休
業
お

　
よ
び
介
護
休
業
を
取
得
し
た
場

　
合
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す

　
る
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
場
合

　
に
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
に
は
、

　
各
種
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
制

　
度
が
あ
り
ま
す
。

・
労
働
保
険
の
諸
手
続
に
つ
い
て

　
は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
や
社

　
会
保
険
労
務
士
に
委
託
す
る
こ

　
と
も
で
き
ま
す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
も
一

　
定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
、
加

　
入
手
続
が
必
要
で
す
。
（
１
週

　
間
の
所
定
労
働
時
間
が
2
0
時

　
間
以
上
あ
り
、
か
つ
、
１
年
以

　
上
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
見
込

　
み
が
文
章
で
定
め
ら
れ
て
い
る

　
こ
と
。

新
城
公
共
職
業
安
定
所

管
理
課
　
業
務
係

☎
22
‐
1
1
6
0

●問●HP

い

わ

ご

う

ひ

で

こ

と

し

ま

い

わ

ご

う

み

つ

あ

き

●問
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設楽原歴史資料館 特別展

－ 信綱・昌輝・昌幸の戦国 －

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
武
田
方
の
真
田
信

綱
・
昌
輝
と
弟
の
昌
幸
に
焦
点
を
当
て
、
天

正
三
年
の
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
に
お
け
る

真
田
兄
弟
の
奮
闘
、
天
正
十
三
年
・
慶
長
五

年
の
二
回
に
わ
た
る
上
田
合
戦
で
少
な
い
兵

力
で
徳
川
方
と
対
等
に
戦
っ
た
真
田
武
士
の

姿
を
、
信
綱
寺
、
海
応
院
、
徴
古
館
、
上
田

市
立
博
物
館
、
真
田
宝
物
館
、
豊
田
市
郷
土

資
料
館
の
協
力
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

　
江
戸
中
期
、
長
篠
の
代
官
と
し
て
活
躍
し
た
林
高
英
は
、
弓

の
名
人
で
も
あ
り
、
日
置
流
雪
荷
派
の
師
範
で
、
こ
の
地
方
で

七
百
余
名
の
門
人
師
弟
を
育
て
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
収
蔵
品
の
中
か
ら
林
高
英
の
業
績
と

弓
術
文
書
の
展
示
及
び
祭
礼
行
事
の
的
中
額
が
現
存
す
る
鳳
来

地
区
の
神
社
を
紹
介
し
、
弓
術
の
隆
盛
を
み
て
い
き
ま
す
。

新城市設楽原歴史資料館
〒441-1305　新城市竹広字信玄原552番地
電話・ファックス　22-0673                  
観覧料／大人300円（団体200円）小中学生100円（団体50円）

新城市長篠城址史跡保存館
〒441-1634　新城市長篠字市場22番地１�                 
電話・ファックス　32-0162                  
観覧料／大人210円（団体150円）小中学生100円（団体50円）
※設楽原歴史資料館と長篠城址史跡保存館の共通券もあります。

長篠合戦図屏風�
（豊田市/豊田市郷土資料館蔵

旧蔵/浦野正二氏）

真田昌幸着用具足�

（上田市/上田市立博物館蔵）

信 綱 公

血染めの陣羽織�
（上田市/信綱寺蔵）

雁　金

版画／林　亨

六文銭

真田家 家紋

�開館時間／午前9時～午後5時（入場　午後4時30分まで） �休館日／毎週火曜日

長篠城址史跡保存館 企画展

箙
�矢を入れる道具

山上八郎氏寄贈

問い合わせ

「
安
全
運
転
は
意
識
し
て
も
安
心

の
た
め
の
自
賠
責
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
」

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
19

年
の
事
故
発
生
件
数
は

約
83

万
件
、
死
傷
者
数
は
９
年

連
続
で
100
万
人
を
超
え
る
約
103

万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事

故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

り
う
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部

分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動

車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
す
べ
て

の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者

の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制

度
で
あ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自

賠
責
制
度
の
役
割
・
重
要
性
や
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し

く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期
限

は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
（
自
動
車
損
害
賠
償
補

償
法
）
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な

し
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

と
く
に
、
車
検
制
度
の
な
い
250
cc

以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転

車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
、
有
効

期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

さ

な

だ

の

ぶ

な
が
し
の
　
　
し
た
ら
が
は
ら

ふ
ん
と
う

け
い
ち
ょ
う

し

ん

こ

う

じ

　

　

か

い

お

う

い

ん

　

　ち

ょ

う

こ

か

ん

ながしのかっせんずびょうぶ

うらのしょうじ

やまがみはちろう

のぶつなこう

えびら

さ な だ け 　 　 か も ん

ち　ぞ　　 　じんばおり

さなだまさゆきちゃくようぐそく

ろくもんせんか り 　が ね

さ

な

だ

　ほ

う

も

つ

か

ん

う

え

だ

か
っ
せ

ん

て

ん

し
ょ
う

つ
な
　
　ま
さ
て
る
　
　
　
　
　
　
ま
さ
ゆ
き
　

へ

き
　
り
ゅ
う
せ
っ

か
　
は

さ
い
れ
い
ぎ
ょ
う
じ

て
き
ち
ゅ
う
が
く

り
ゅ
う
せ
い

ゆ み し は ん はやした か ひ で 　 　 　きゅうじゅつも ん じ ょ ろ く も ん せ ん 　 　 ゆ う 　さ な だ さ ん きょうだ い

の ぶ つ な 　 　 ま さ て る 　 　 ま さ ゆ き
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち

〜
犯
罪
に
あ
わ
な
い
！

　
　
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
！

　
　
　
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
！
〜

 
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10

日
間
、
「
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
は
「
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
愛
知
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
あ
い
ち
地
域

安
全
緊
急
３
か
年
戦
略
」
が
定
め

ら
れ
、
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」
「
犯

罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
」
「
犯
罪
を

見
逃
さ
な
い
」
の
３
Ｎ
（
な
い
）

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
つ
く
る
に
は
、
「
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
」
「
犯
罪
者
の
い

な
い
地
域
社
会
を
自
分
た
ち
の
力

で
つ
く
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
政
府
は
10
月
11
日
を
「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」

と
定
め
、
「
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
県
民
運
動
」
と
同
じ
、
10
月

11
日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
の
間
、

全
国
で
地
域
安
全
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
機
会
に
も
う
一
度
、

自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
防
犯
に
つ

い
て
、
ご
家
族
や
地
域
で
話
し
合

い
、
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
み
な
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
ま
ち

を
守
る
た
め
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
な
げ
よ
う
 

心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〜
対
話
が
作
る
家
庭
の
ぬ
く
も
り
〜

 
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
９
月
は
、

夏
休
み
中
の
不
規
則
な
生
活
に
よ

る
遊
び
癖
や
怠
け
癖
か
ら
、
家
出

す
る
少
年
た
ち
が
増
加
す
る
時
期

で
す
。

◎
こ
ん
な
態
度
は
要
注
意
！

 
家
出
す
る
少
年
に
は
、
次
の
よ

う
な
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
　

・
言
葉
や
態
度
が
乱
暴
に
な
り
、

 
家
族
と
の
会
話
を
避
け
る
よ
う

 
に
な
る
。

・
親
の
知
ら
な
い
友
だ
ち
が
多
く

　
な
り
、
携
帯
電
話
な
ど
で
連
絡

　
を
取
り
合
う
よ
う
に
な
る
。

・
外
出
が
多
く
な
り
、
帰
宅
時
間
 

 
も
不
規
則
で
、
外
泊
す
る
こ
と

 
も
あ
る
。

・
金
遣
い
が
荒
く
な
り
、隠
れ
て
ア

 
ル
バ
イ
ト
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
服
装
な
ど
が
派
手
に
な
り
、
親
 

 
の
知
ら
な
い
高
価
な
持
ち
物
が

 
あ
る
。

・
「
学
校
（
仕
事
）
を
や
め
た
い
」
 
 
 
 

と
か
「
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
」
と
 

 
言
う
よ
う
に
な
る
。

◎
早
い
届
出
、
早
い
発
見

 
家
出
を
す
る
と
、
多
く
の
少
年

が
早
い
時
期
に
非
行
を
犯
し
た
り
、

被
害
に
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
で
子
ど
も
と
連
絡
が
取

れ
る
か
ら
と
い
っ
て
届
出
を
し
な

い
保
護
者
も
あ
り
ま
す
が
、
早
い

届
出
が
早
い
発
見
に
つ
な
が
り
、

子
ど
も
を
非
行
や
被
害
か
ら
守
り

ま
す
。

 
届
出
に
よ
り
、
不
利
益
を
受
け

る
と
か
、
他
人
に
知
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

が
家
出
し
た
と
き
は
、
ま
ず
届
出

を
！

◎
気
軽
に
相
談
を

 

子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き

は
、
気
軽
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 
一
人
で
悩
む
よ
り
、
話
し
て
み

れ
ば
解
決
の
糸
口
が
み
つ
か
る
も

の
で
す
。

 
相
談
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
、

必
ず
守
り
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

 
最
寄
り
の
警
察
署
少
年
係
、
少

年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
名
古
屋
・

春
日
井
・
一
宮
・
半
田
・
岡
崎
・

豊
橋
）

警
察
本
部
少
年
課
の
「
ヤ
ン
グ
テ

レ
ホ
ン
」
☎
０
５
２
‐
951
‐
７
８
６
７

※
相
談
時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
 
 

 
日（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

 
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
 

 
で
す
。

新
城
警
察
署
 ☎

22
‐
0
1
1
0

■本
●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
７
６
２
3

《
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
に
番
組
入
れ
替
え
》
※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
政
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
亀
姫
」

毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送
（
内
容
は
、1
週
間
ご
と
に
更
新
）
　
①
午
前
8
時
　
②
午
後
1
時
　
③
午
後
4
時
　
④
午
後
7
時
　
⑤
午
後
11
時

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
で
は
、
地
域
の
出
来
事
、
身
近
な
話
題
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
1
日
〜
8
日

8
日
〜
15
日

15
日
〜
22
日

22
日
〜
29
日

29
日
〜
11
月
5
日

V
o
ic

e
s
 o

f

 
し
ん
し
ろ

中
学
校
陸
上
大
会

千
枚
田
の
稲
刈
り
（
連
谷
小
）

元
気
ウ
ォ
ー
ク
21

小
学
校
陸
上
大
会

作
手
中
学
校
③

作
手
中
学
校
④

黄
柳
野
小
学
校
①

黄
柳
野
小
学
校
②

黄
柳
野
小
学
校
③

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

秋
の
特
別
展
　
き
の
こ
展

長
篠
城
・
設
楽
原
歴
史
資
料
館

企
画
展

市
民
病
院
　ふ
れ
あ
い
広
場

〜
こ
こ
ろ
の
交
流
会
〜

つ
く
で
祭
り

鳳
来
寺
山
も
み
じ
ま
つ
り

出
沢
区

し
い
の
実

子
育
て
情
報
誌
さ
く
ら

し
ん
し
ろ
子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
じ
め
の
一
歩

バ
ル
ネ
ロ
　
ム
ジ
ー
ク

コ
ン
ソ
ー
ト

あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）

ほ
の
か
だ
よ
り
（
4
分
）

つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）

”ホ
ッ

“と
情
報
（
2
分
）

放

　

送

　

日

と

し

ま

●問
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
・
鳳

　
来
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
10
月
14
日

（火）
　
午
前
10
時

　
10
月
2
日

（木）
　
午
前
10
時

　
10
月
17
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

　
10
月
1
日

（水）
　
午
後
実
施

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
10
月
3
日

（金）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

　
腺
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん

　
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
前
立
腺
が
ん
400
円
・
子
宮
が

　
ん
600
円
・
乳
が
ん
1000
円

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新城保健センター　☎23‐8551

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
30
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

　
10
月
16
日

（木）
、
11
月
20
日

（木）

　
12
月
18
日

（木）

　
午
後
1
時
〜
4
時

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
講
話
、
妊
婦
体
操
、
沐
浴
実

　
習
な
ど

　
母
子
健
康
手
帳
、
お
茶
、
筆

　
記
具
な
ど

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
方
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
肺
炎

な
ど
を
起
こ
し
重
症
化
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
の
効
果

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
接

種
後
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
場
合
は
、
軽
症
で
済
む
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
流
行
が
心
配
さ
れ
る

冬
季
以
前
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に
該

　
当
さ
れ
る
方

・
65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望
す
る

　
方
（
10
月
上
旬
ご
ろ
対
象
者
に

　
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心

　
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免

　
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　
機
能
障
害
の
あ
る
方
（
接
種
時

　
に
、
障
害
者
手
帳
ま
た
は
主
治

　
医
の
診
断
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
）

　
10
月
14
日

（火）
〜
12
月
27
日

（土）

　
市
内
医
療
機
関
（
事
前
に
医
療

　
機
関
へ
の
申
し
込
み
・
予
約
が

　
必
要
で
す
）

　
１
，

０
０
０
円
（
自
己
負
担
金

　
と
し
て
接
種
し
た
医
療
機
関
へ

　
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
と
市

　
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
自

　
己
負
担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
の
方
は
、
予
防
接
種
を
受

　
け
る
前
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日時／11月16日（日）　午前９時～正午
場所／新城保健センター
費用／すべて無料

8020表彰
80歳以上で自分の
歯が20本以上ある方

骨密度測定

食生活改善教室
カルシウムを多く
含む料理の試食など

心の健康ひろば
・心の健康チェック
・やすらぎの家、
　もくせいの家、
　レインボーはうす、
　のＰＲ
・うつに関する講演会
　など

元気ウォーク21

新城保健センター周
辺をウォーキング

展示コーナー

午前９時～
９時30分

内　容 時　間 対 象 者

午前９時～
11時30分

午前９時～
11時30分

午前９時～
正午

午前10時～
11時

午前９時～
正午

表彰対象者
（事前に連絡があり
　ます）

市内に住所を有する
方200人（要予約）

市内に住所を有する方
（予約不要）

市内に住所を有する方

市内に住所を有する方
（要予約）

（内容）
・機能訓練参加者作品
・生活習慣病予防など

講演会は午前10時から
です。
※講演会には予約が必
　要です。

●問●問●問

●対 ●時 ●時●時 ●対●内

●時●内

●申
●所

●申
●所

●申 ●問

●申
●所

●時 ●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時●￥ ●内

●内 ●申
●所

●持 ●時●対

●時●所

●対

●￥
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問
い
合
わ
せ

消
防
署
 

指
揮
通
信
グ
ル
ー
プ

☎
22
‐
1
1
1
9

　
1
1
9
番
通
報
で
、
住
所
不
案
内
の
場
合
が
多
い
携

帯
電
話
に
は
大
変
効
果
的
で
あ
る
な
ど
、
通
報
者
の
発

信
位
置
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、

よ
り
迅
速
か
つ
確
実
な
消
防
活
動
に
役
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

 
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
の
場
合

に
は
、
緊
急
通
報
を
受
信
し
た
基

地
局
所
在
地
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ

た
位
置
情
報
が
通
知
さ
れ
ま
す
が
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
位
方
式
対
応
機
種
に
つ

い
て
は
、
よ
り
精
度
の
高
い
Ｇ
Ｐ

Ｓ
測
位
情
報
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
 
 

 
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
通
報

の
場
合
に
は
、
契
約
者
情
報
（
住

所
お
よ
び
氏
名
）
が
通
知
さ
れ
ま

す
。

※
第
３
世
代
携
帯
電
話
と
は
、
高

　
速
デ
ー
タ
通
信
対
応
の
携
帯
電

　
話
で
す
。

　
詳
し
く
は
各
携
帯
電
話
事
業
者

　
や
携
帯
電
話
販
売
会
社
に
お
問

　
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
話
の
こ
と

　
で
す
。

　
位
置
情
報
が
十
分
に
確
認
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１

１
９
番
通
報
に
際
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
口
頭
で
住
所
な
ど
通

報
位
置
や
目
印
と
な
る
目
標
物
を

お
伝
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
３
世
代
以
降
の
携
帯
電
話
及
び
Ｉ
Ｐ
電
話
（
０
５

０
で
電
話
番
号
が
始
ま
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
）
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

消防テレホンガイド　�0536-22-1141
　火災や救助、ガス漏れなどの警戒の情報が確認できます。

　消防活動が継続中は流れ続け、活動が終了した時点でメッセージが変わり、                              

その後30分で「火災等の災害は発生していません」というメッセージに変わ

　ります。

119番緊急通報があった場合、音声通話と同時に通

報している場所の位置情報が、119番通報を受信し

ている消防指令センターに通知されるシステムです。

インターネットによる情報提供
　　市役所ホームページから火災と気象の情報が確認できます。

   インターネットが閲覧できるパソコンや携帯電話から確認してください。

    【気象画面は携帯電話から閲覧できません。（一部機種を除く）】
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●問 本

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
支
援
し
ま
す
！

「
自
動
車
の
燃
費
計
」
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
皆
さ
ん
に
地
球
温
暖
化
の
現
状
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
行

動
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
「
地

球
温
暖
化
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
環
境
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
11
日

（土）

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
　
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
聴
講
無
料
で
す
が
、
来
場
者
数
に
よ
っ
て
は
会
場

　
定
員
の
関
係
で
入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

　
今
回
の
市
民
環
境
講
座
は
、
本
市
吉

川
出
身
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日
本
航
空
）
現
役

機
長
、
小
林
宏
之
さ
ん
が
、
高
度
１
万

メ
ー
ト
ル
か
ら
見
た
世
界
各
地
の
自
然

の
よ
う
す
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

講
師
：
小
林
宏
之
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
21
年
「
新
城
市
吉
川
」
生
ま
れ
。

幼
少
時
代
を
作
手
田
代
、
愛
郷
で
過
ご
す
。

昭
和
43
年
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日
本
航
空
株
式
会

社
）
に
入
社
し
、
日
本
航
空
が
運
航
し
た

す
べ
て
の
国
際
路
線
を
飛
行
し
た
最
初
で

最
後
の
機
長
。

　
現
在
、
広
報
部
付
の
機
長
と
し
て
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
仕
事
と
同
時
に
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

で
使
用
す
る
写
真
も
撮
影
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
医
療
機
関
、
原
子
力
関

係
の
各
機
関
、
そ
の
他
の
企
業
・
団
体
で

も
講
演
さ
れ
、
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
･

ラ
ジ
オ
な
ど
に
も
数
多
く
出
演
さ
れ
て
い

る
。

「
地
球
の
美
し
さ
と
急
激
に
温
暖
化
が
進
ん
で
い

る
事
実
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
地
球
環
境
へ
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
る
小
林
さ
ん
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
報

道
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
て
ご
講
演
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
う
ち
、
私
た
ち
の
自
動
車
か

ら
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、

家
庭
全
体
の
約
29
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
自
動
車
の
運
転
の
仕
方
を

工
夫
し
、
ガ
ソ
リ
ン
の
ム
ダ
な
使
用
を

な
く
す
気
持
ち
の
喚
起
･
高
揚
や
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
瞬
間
燃
費
や
平
均
燃
費
な

ど
を
表
示
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ジ
タ

ル
燃
費
計
の
市
民
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
や
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
者
・
人
数

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
個
人
お
よ

　
び
市
内
事
業
所
で
、
通
勤
な
ど
普
段

　
よ
く
車
を
使
用
し
、
毎
月
お
お
む
ね

　
２
回
の
給
油
、
ま
た
は
500
キ
ロ
メ
ー

　
ト
ル
程
度
（
一
日
お
よ
そ
15
〜
20
キ

　
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
）
走
行
す
る
方
を

　
３
人
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
10
月
15
日

（水）
ま
で

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ

　
　
り
決
定
し
、
抽
選
に
も
れ
た
方
は

　
　
次
期
間
以
降
の
予
約
者
と
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
活
動
内
容

　
・
燃
費
計
の
貸
出
期
間
は
約
３
カ
月
間

　
　
（
3
カ
月
経
過
す
る
前
に
返
却
）

溶解する北極の氷（小林機長撮影）

鏡のような太平洋（小林機長撮影） 姿を消しつつある氷河（小林機長撮影）

こ
ば
や
し
ひ
ろ
ゆ
き
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リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
冷
蔵
庫
�
卓
上
鉄
工
ド
リ
ル

�
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
折
り
た
た
み
式
）

�
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
（
イ
ス
）
�
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

�
卓
上
ペ
ー
パ
ー
用
ド
リ
ル

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
く
つ
棚
（
10
段
）

�
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
6
畳
）

�
ガ
ス
コ
ン
ロ
�
洗
濯
機
（
ひ
と
り
用
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

�
キ
ー
ボ
ー
ド
（
子
ど
も
用
）

�
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
付
照
明
器
具

�
二
段
ベ
ッ
ド

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の

あ
る
方
は
、①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号

を
生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
引
越
し
や
家
の
片
付
け
な
ど
で
多
量

に
出
た
ご
み
や
不
要
に
な
っ
た
家
具
、

家
電
製
品
な
ど
の
粗
大
ご
み
の
処
分
に

お
困
り
の
場
合
は
、
市
の
処
理
施
設
へ

自
己
搬
入
し
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
搬
入
す
る
と
き
に
は
、
生
活
衛
生
課

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）
で
受
付
を

し
て
か
ら
、
搬
入
物
の
種
類
に
よ
っ
て
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
焼
却
施
設
）
、

資
源
集
積
セ
ン
タ
ー
、
鳥
原
埋
立
処
分

場
の
い
ず
れ
か
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
処
理
方
法
な
ど
が
分
か
ら
な
い
も
の

は
、
搬
入
す
る
前
に
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

埋立物（ガラスや陶器類）や粗大ごみ（家具や
家電製品）を搬入できます。

可燃ごみ（生ごみや紙くず）
のほか、衣類、布団類なども
搬入できます。
金属類などは家で取り除いて
きてください。

古紙、缶、びん、ペットボトルなどの
資源物を搬入できます。家できちんと
分別してから搬入してください

受付で職員が搬入物を
確認し、搬入先を案内
します（書類の手続き
も合わせて行います）。

　
・
機
器
を
車
両
へ
取
付
け
、
エ
コ
ド

　
　
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
、
燃
料
デ
ー
タ

　
　
ー
の
記
録
や
体
験
レ
ポ
ー
ト
な
ど

　
　
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
※
詳
細
は
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
　
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
申
込
書
（
環
境
課
の
窓
口
や
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
環
境
課
ま
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　ka
n

kyo
u

@
c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　
環
境
課

鳥原埋立処分場

クリーンセンター（生活衛生課）

クリーンセンター（場内）資源集積センター

「搬入日時」にご注意ください!!（祝日はお休みです）

施　設　名� 　月　　 火　　 水�　　木� 　金　　 土　　 日�　 対　象�　　　　搬 入 時 間 � 　　  料　      金

クリーンセンター

資源集積センター

鳥 原 埋 立 処 分 場

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

△

●

可 燃 物

資 源 物

埋 立 物
粗大ごみ

午前9時～午後5時

午前9時～午後5時

午前9時～午後3時30分

有料※1
（800円/100Kg）

無料

有料※2
（800円/100Kg）

△土曜日のクリーンセンター、資源集積センターの搬入時間は、午前9時から正午までです。
●鳥原埋立処分場は、毎月第4日曜日は搬入できます（第4日曜日に限っては、直接処分場へ搬入してください）。
※1 ただし、少量の場合（50キログラムまで）は400円になります。
※2 家電4品目を搬入する場合は別途「家電リサイクル券」と「粗大ごみ処理券」が必要です。

埋立 粗大

資源

受付

可燃
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胃
が
ん
の
お
話
し

シリーズ第16話

新城市民病院

　 内科

　　部長医師 　桐岡智二

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
「
い
び
き
が
大
き
い
と
周
り
か
ら

言
わ
れ
る
」
「
十
分
な
睡
眠
を
と
っ

て
い
る
の
に
眠
っ
た
気
が
し
な
い
」「
車

の
運
転
を
し
て
い
る
と
き
よ
く
眠
く

な
る
」
…
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

方
、
も
し
か
し
た
ら
『
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
』
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
症
　
状
】

　
大
き
な
い
び
き
、
睡
眠
中
の
無
呼

吸
、
日
中
の
強
い
眠
気
な
ど
が
主
な

症
状
で
す
。
そ
の
他
の
症
状
と
し
て
、

熟
睡
感
が
な
い
、
起
床
時
の
頭
痛
、

全
身
の
倦
怠
感
、
集
中
力
の
低
下
、

無
気
力
、
性
格
の
変
化
、
夜
間
の
覚

醒
、
夜
間
排
尿
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。

【
合
併
症
】

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
人
が
治

療
を
受
け
ず
に
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
命
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

合
併
症
（
高
血
圧
、
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
）
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
こ
う
し
た
致
死
性
の
病
気

の
発
生
率
は
、
健
康
な
人
に
比
べ
て

高
血
圧
が
３
倍
、
心
疾
患
や
脳
血
管

障
害
が
２
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
へ
の
影
響
】

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
無
呼
吸

と
そ
の
後
の
大
き
な
い
び
き
の
せ
い

で
、
脳
も
体
も
十
分
に
休
息
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
必
然
的
に
眠
り

が
浅
く
な
り
、
日
中
、
居
眠
り
が
ち

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

集
中
力
や
活
力
に
欠
け
、
居
眠
り
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

【
検
　
査
】

　
い
び
き
や
日
中
の
眠
気
が
ひ
ど
い

な
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方
は
睡
眠

に
関
す
る
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
自
宅
で
検
査
可
能
な
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
を
用
い
た
検
査
と
、
入

院
し
て
睡
眠
状
態
を
総
合
的
に
判
断

す
る
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
が
あ
り
ま
す
。

　
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は
腕
時

計
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
指
に

セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
て
、
そ
の
ま

ま
お
や
す
み
い
た
だ
き
ま
す
。
指
や

腕
に
装
着
す
る
だ
け
な
の
で
取
り
扱

い
も
簡
単
で
す
。
こ
の
検
査
で
は
睡

眠
中
の
酸
素
飽
和
度
を
測
定
し
ま
す
。

　
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

は
睡
眠
状
態
を
よ
り
細
か
く
測
定
す

る
検
査
で
す
。
こ
の
検
査
は
、
睡
眠

中
の
脳
波
や
呼
吸
、
心
電
図
、
胸
部
・

腹
部
の
動
き
、
血
液
中
の
酸
素
飽
和

度
、
い
び
き
な
ど
を
測
定
す
る
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付

け
て
、
一
晩
お
や
す
み
い
た
だ
き
ま

す
。
検
査
に
よ
る
痛
み
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
来
院
し

て
い
た
だ
く
時
間
は
夕
方
以
降
、
翌

日
は
朝
早
く
に
退
院
で
き
ま
す
の
で

仕
事
を
休
む
こ
と
な
く
検
査
で
き
ま

す
。

【
治
療
法
】

　
適
切
な
治
療
を
行
う
と
日
中
の
眠

気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
合
併
症
を
予
防
し

た
り
、
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
軽
症
の
方
は
、
減
量
や
飲
酒
を
控

え
る
な
ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
症
状
が
軽
減
し
た
り
、
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
、
重
症
の
方

に
は
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
シ
ー
パ
ッ
プ
）

療
法
と
い
う
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
お
話
で
少
し
で
も
気
に
な

る
症
状
の
あ
る
方
は
、
呼
吸
器
内
科

を
受
診
し
、
検
査
を
受
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〜
い
い
眠
り
し
て
い
ま
す
か
？
〜

い
び
き
は
体
の
危
険
信
号

き り お か と も じ

け

ん

た

い

か

ん

き
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

さ

ん

そ

　
ほ

う

わ

　
ど

し

ん

し

っ

か

ん

こ

う

そ

く

の

う

こ

う

そ

く

し

ん

き

ん

せ

い

か

く

す

い

み

ん

じ

む

こ

き
ゅ
う

し
ょ
う

こ

う

ぐ

ん
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19年 31

26

－5

0

0

0

43

32

－11

43

32

－11

134

127

－7

20年

増減

8月中

鈴
木
　
陽
登

渡
辺
　
凛
花

磯
谷
　
早
希

宮
部
　
真
弥

柿
原
　
俊
介

藤
井
　
浩
隆

中
村
　
心
那

�
嶋
航
太
郎

松
浦
　
雅
枇

笹
田
　
蒼
空

渡
邉
　
蓮
人

河
合
　
夏
鈴

竹
内
　
美
来

�
岩
　
梨
花

原
田
　
麻
名

齋
藤
　
姫
奈

中
尾
　
美
月

中
島
　
聖
菜

藤
田
　
敢
太

清
水
　
麻
妃

原
田
　
捺
未

ロ
ア
イ
ザ
　
フ
ク
モ
ト

ビ
ア
ン
カ
　
サ
ユ
リ

河
合
　
凛
穏

男女女男男男女男女男男女女女女女女女男女女女男

雅

光

宏

治

拓

郎

武

史

弘

幸

成

弘

紘

基

修利

和

信

次

哲

紀

保

弘

清元

気

智

弘

弘

弥

紘

康

光

仁

勝

寛

教

好

琢

也

ベ
ロ
ニ
カ

ド
ゥ
ミ

ト
ゥ
リ
ー

的
場

明
和

平
井

中
宇
利

本
久

豊
島

富
岡
中
部

玖
老
勢

牛
倉

東
新
町

川
田
原

東
新
町

明
和

緑
が
丘

川
田
原

川
路

平
井

川
田

川
田

野
田

矢
部

弁
天

塩
瀬

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
 
 
 

☎
22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

re
f.a

ich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

知的障害児者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

老人福祉センター虹の郷

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

10/6（月）　午前9時　（要予約）

10/6（月）　午前10時　（要予約）

10/21（火）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

10/9（木）午前10時～午後3時※6日（月）正午までに要予約

10/24（金）午前10時～午後3時※21日（火）正午までに要予約

10/8（水）、22（水）　午後1時～4時（要予約）

10/2（木）、16（木）　午後1時～4時

10/1（水）、15（水）　午後1時～4時

10/14（火）　午後1時～4時

10/10（金）　午後1時～4時

10/8（水）　午後1時30分～3時30分

10/22（水）　午後4時～8時　（要予約）

10/14（火）、28（火）午前10時30分～午後2時30分

10/21（火）　午後1時～4時　（要予約）

10/14（火）　午前10時～午後3時

10/14（火）　午前10時～午後3時

10/28（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

10/4（土）、18（土）　午前9時～正午　（要予約）

10/11（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

作手総合支所市民福祉課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

37-2211

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

171

178

7

2

1

－1

222

203

－19

224

204

－20

804

805

1

19年

20年

増減
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「イコール」
後期手話講習会

10月2日～12月11日（毎週木曜日）
午後7時30分～8時30分
西部公民館（ちさと館）
無料（ただし、テキスト代として1,200円
が必要です）

市社会福祉協議会　☎23‐5618

日　程　　　　　内　　　　　　　　　　容

開講式
話しかけてみましょう①
一日のことを話しましょう

話しかけてみましょう②
１ヶ月のことを話しましょう

話しかけてみましょう③
１年のことを話しましょう

話しかけてみましょう④
新年会のことを話しましょう

話しかけてみましょう⑤
旅行のことを話しましょう

話しかけてみましょう①
「あしたの予定は?」

話しかけてみましょう②
「げんきですか?」

話しかけてみましょう③
「食事に行こう!」

話しかけてみましょう④
「どうしたんですか?」

まとめの学習

閉講式　茶話会・手話サークル「イコール」
入会手続き、そのほか

講習内容

10/2

10/16

10/9

10/23

10/30

11/6

11/13

11/20

11/27

12/4

12/11

蒲郡観光ウィーク・三河ふれあいフェア
2008inラグーナ蒲郡

秋の行楽シーズンに合わせ「蒲郡観光交流ウィーク」を

開催しますので、この機会に「観光交流立市蒲郡」でお

楽しみください。

�蒲郡観光交流ウィークラグナシア特別事業

　ラグナシア入園券、パスポート50％割引。

　10月11日（土）～19日（日）

　ラグーナ蒲郡ラグナシア

　利用方法

　運転免許証、健康保険証などで住所を提示してください。

�温泉日帰り入浴無料感謝デー

　10月15日（水）・16日（木）

　午前11時～午後2時30分

　三谷温泉、蒲郡温泉、遠望峰山、形原温泉、三ヶ根山

　西浦温泉の全16旅館・ホテル

　※通常の日帰り入浴と内容が違う場合がありますので、ご注

　　意ください。（タオルは各自ご用意してください）

�その他の主なイベント

　三河ふれあいフェア2008inラグーナ蒲郡

　10月11日（土）～13日（月）

　西浦竹島水族館、蒲郡ファンタジー館、ユトリーナ蒲

　郡の３館を無料開放　10月14日（火）

　海辺の７館スタンプラリー 10月11日（土）～19日（日）　

　問い合わせ

　蒲郡市産業環境部観光課　�0533-66-1120

　蒲郡市観光協会　�0533-68-2526

110番バス出発式
　7月7日（月）豊鉄バスが、街頭

犯罪から子どもたちを守る取り

組みの一環として「こども110

番バス」の運行を開始します。

その出発式が市役所東側の駐車

場で行われました。

〔表紙の写真説明〕

終戦当時、引揚者の方々から
お預かりした通貨・証券などを返還しています。

　名古屋税関では、終戦後に外地から引き揚げてきた方々が、

税関などに預けた通貨や証券などをお返ししていますが、今な

お引き取り手がなく、保管されたままになっているものが多数

あります。

　返還請求・お問い合わせは、本人はもとより家族の方でも構

いません。心当たりの方は、お気軽に問い合わせください。

返還している通貨・証券など

�上陸地の税関、または海運局に預けた通貨・証券など

�帰国前に在外公館や日本人自治会などに預けた通貨・証券な

　どのうち、その後日本に返還されたもの。

問い合わせ

豊橋税関支署 取締部門　�0532-32-6566
〒441-8075 豊橋市神野ふ頭町3番地の11

財務省名古屋税関　監視部監視許可通関　�052-654-4060
〒455-8535 名古屋市港区入船2丁目3番12号

●時

●内

●所

●時

●所

●問

●時

●所

●￥
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3歳
（平成17年8月18日生）奏来くん

父　堀越　雅史さん

母　　　　夕子さん（新城・東新町）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
9
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

｢ 夏を満喫。水遊びは楽しい!!｣

3歳
（平成17年4月13日生）

父　櫻本　宏隆さん

母　　　　奈緒子さん（新城・平井）

｢せなくん、ギュー�
　　はやくいっしょにあそびたいな｣

伶菜ちゃん

8カ月
（平成19年11月30日生）惺那くん

�
コ
メ
ン
ト
（
お
子
さ
ん
が
話
し
て
い
る
も
の
を
50
字
程
度
で
）

�
写
真
（
携
帯
電
話
で
撮
影
し
た
も
の
、
家
族
の
写
っ
た
も
の
は
不
可
）

�
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
か
な
）
・
性
別
・
年
齢
・
生
年
月
日

�
ご
両
親
の
名
前
（
か
な
）

�
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
お
送
り
く
だ
さ
い
。

「
集
ま
れ
!
ち
び
っ
子
広
場
」
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
。

郵
送
の
場
合

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
集
ま
れ
！
ち
び
っ
子
広
場
」
係

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　in
fo

@
c
ity.s

h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
「
集
ま
れ
！
ち
び
っ
子
　
広
場
」
係

問
い
合
わ
せ

　
じ
ょ
う
ほ
う
課  

�
23
‐
7
6
2
3

　「公害の原点」足尾銅山被害の救済のた

め、田中正造は野に叫ぶ人々（渡良瀬川流

域の人々）と一緒になって立ちあがりまし

た。田中正造の生きざまを豊富な資料、証

言を基に製作されています。今を生きる私

たちに何か不思議な力をいただけると思い

ます。

日　　時　10月19日（日）

　　　　　上映／午後2時

上映時間　95分

場　　所　文化会館　小ホール

主      催　ドキュメンタリー映画
　　　    「赤貧洗うがごとき」をみる会
問い合わせ　�32－0724（平澤）

ドキュメンタリー映画

「赤貧洗うがごとき」

（左）

（右）

映画会のお知らせ

取
扱
い
求
人
数

介
 
 
 

護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

89
人

67
人

52
人

404
人

842
人

　
お
仕
事
探
し
及
び
求
人
の
募
集
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
8
月
末
現
在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ
ー
ビ
ス

メ
ニ
ュ
ー
（
国
の
機
関
で
、

全
て
無
料
で
す
）

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望

　
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　
職
務
経
歴
書
な
ど
各
種
書

　
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

　
会
社
等

　
求
人
募
集
の
申
込
み
、
求

　
人
条
件
に
関
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
か
ら
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
　
☎
22
‐
1
1
6
0
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　戦後、経済や文化の発達と共に、子どもたち

の遊び方も大きく変わってきました。ゲームの

普及、おもちゃの進化、そして外で安全に遊ぶ

場所の減少…。

「このままでいいのでしょうか」
　幼児期の遊び方、体の動かし方は、子どもた

ちの感性、体力、知力などにも影響すると言わ

れています。

「体を動かして遊ぶことの大切さ、楽しさ」を

まずは大人たちが思い出しませんか。そして子

どもたちに少しでも体を使って遊べる環境やチ

ャンスを与えていきましょう。

　10月５日（日）
　午前９時30分～正午
　ちさと館（西部公民館）会議室・閲覧室
　新城、北設の元小学校の先生、新城保健セン
　ターの保健士さん
　無料
　現在子育て中のパパ、ママ、おじいちゃん、
　おばあちゃん。
　勉強会のテーマに興味関　心をもつ人でしたら、
　どなたでも。
　託児あります。
　※詳細はお問い合わせください。

第2回

今、子どもたちに大切なこと
子どもたちの身体が危ない！

つばさ共同保育園　☎22‐1716

あなたのお子さんは、「力いっぱい」
遊んでますか？
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加
藤
公
子

村
誌
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

　
８
年
程
前
の
あ
る
日
、
１
通
の
手

紙
が
私
の
も
と
に
届
き
ま
し
た
。

　
差
出
人
は
富
山
県
在
住
の
男
性
で
、

先
祖
が
か
つ
て
作
手
村
の
要
職
に
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
、
そ
れ
を
調
べ

て
欲
し
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。
こ

ん
な
こ
と
を
ど
な
た
に
頼
ん
で
い
い

の
か
わ
か
ら
な
く
て
…
と
小
さ
く
添

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

経
緯
を
た
ど
っ
た
の
か
、
そ
の
こ
ろ

（
そ
し
て
今
も
）
本
に
関
す
る
活
動

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
あ

て
の
書
信
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
作
手
村
誌
を
初
め
て
ひ
も
と
き
ま

し
た
。
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
調
べ
ま

し
た
が
、
男
性
の
先
祖
の
名
前
は
ど

こ
に
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
結
果
を
返
信
し
た
と
こ
ろ
、
て

い
ね
い
な
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

普
段
は
、
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー
図
書

室
の
片
隅
で
忘
れ
ら
れ
て
い
る
村
誌

が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
生
き
て
輝
い

て
み
え
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

ど
の
町
に
も
あ
る
ゆ
っ
く
り
と
積
み

重
ね
ら
れ
た
歴
史
を
記
録
す
る
大
切

さ
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
室

の
役
割
の
ひ
と
つ
に
郷
土
資
料
の
保

存
が
あ
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。

　
お
盆
も
過
ぎ
た
あ
る
日
、
日
ご
ろ

全
く
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
、
山
峡
の

集
落
に
出
向
き
ま
し
た
。
し
ん
と
静

ま
り
か
え
っ
た
数
軒
の
家
の
前
に
稲

穂
が
静
か
に
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
に
も
田
畑
を
守
っ
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
！
人
々
が
折
り
な
し
て
き
た

地
域
と
長
い
歴
史
。

　
日
本
の
す
べ
て
が
、
い
つ
の
時
代

に
な
っ
て
も
、
何
が
、
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
か
、
忘
れ

な
い
で
い
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
固
い
イ
メ
ー
ジ

の
市
・
町
・
村
誌
、
興
味
の
あ
る
個

所
だ
け
で
も
読
ま
れ
る
と
路
傍
に
花

を
み
つ
け
た
よ
う
な
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
夏
、
６
年
の
歳
月
を
か
け

た
力
作
、
新
し
い
作
手
村
誌
・
資
料

編
が
図
書
室
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
一
応
、
目
を
通
し
て
み
よ
う
」
の

軽
い
気
持
ち
が
、
い
つ
の
間
に
か
腰

を
す
え
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
ま
し

た
。
聞
き
取
り
調
査
や
語
り
部
を
主

に
し
た
民
俗
・
文
化
の
７
章
は
、
さ

な
が
ら
小
説
を
読
む
よ
り
、
驚
き
と

心
を
う
つ
も
の
で
し
た
。

　
行
間
か
ら
に
じ
ん
で
く
る
、
人
の

や
さ
し
さ
、
自
然
や
祖
先
へ
の
畏
敬

の
念
、
必
死
に
生
活
に
向
き
合
う
姿

に
「
あ
ぁ
、
ど
ん
な
人
も
生
き
る
こ

と
に
は
何
の
変
わ
り
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
！
優
劣
な
ん
て
つ
け
ら
れ
な
い

の
だ
」
と
素
直
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
郷
土
を
知
る
う
え
で
記

録
と
保
存
は
大
切
な
作
業
と
い
う
こ

と
も
再
認
識
し
た
も
の
で
し
た
。

か

と
う

き
み

こ




